


気
候
変
動
問
題
は
地
球
規
模
の
問
題
で
あ
り
、
ま
さ
に
喫
緊
の
課
題
で
す
。
そ
の
解
決
の
国
際
的
な

枠
組
み
で
あ
る
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
会
議
は
非
常
に
重
要
な
位
置
づ
け
と
な
り
ま
す
。

21
世
紀
政
策
研
究
所
で
は
、
澤
昭
裕
先
生
を
研
究
主
幹
に
迎
え
、
２
０
０
７
年
以
降
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
会
議

に
継
続
し
て
参
加
し
、
そ
の
動
向
を
見
守
る
と
と
も
に
、
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
方
式
等
を
は
じ
め
と
す
る
対

応
策
を
提
言
す
る
な
ど
の
取
組
み
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

昨
年
よ
り
並
行
し
て
有
馬
純
先
生
に
も
研
究
主
幹
を
お
願
い
し
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
に
つ
い
て
は
、
竹
内
純

子
研
究
副
主
幹
と
と
も
に
参
加
す
る
と
と
も
に
、
会
場
内
で
行
わ
れ
た
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
と
気

候
変
動
に
関
す
る
主
要
国
ビ
ジ
ネ
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に
お
い
て
日
本
の
約
束
草
案
取
り
ま
と
め
過
程
を

説
明
す
る
な
ど
、
ご
活
躍
い
た
だ
き
ま
し
た
。

Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
で
は
２
０
２
０
年
以
降
の
新
た
な
国
際
的
な
枠
組
み
と
な
る
「
パ
リ
協
定
」
が
採
択
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
枠
組
み
で
は
、
今
ま
で
の
京
都
議
定
書
式
の
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
型
か
ら
脱
却
し
、
途
上
国

も
含
め
た
す
べ
て
の
国
が
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
目
標
を
提
出
し
、
そ
の
進
捗
状
況
を
国
際
的
に
検
証

す
る
、
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
型
の
プ
レ
ッ
ジ
＆
レ
ビ
ュ
ー
方
式
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

つ
き
ま
し
て
は
、
有
馬
研
究
主
幹
に
、
パ
リ
協
定
の
概
要
と
そ
の
評
価
、
そ
し
て
日
本
が
と
る
べ
き
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方
向
に
つ
い
て
ま
と
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　

二
〇
一
六
年
一
月

21
世
紀
政
策
研
究
所
所
長　

三
浦　

惺
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は
じ
め
に

２
０
１
５
年
12
月
４
日
〜
13
日
に
か
け
て
パ
リ
で
開
催
さ
れ
た
第
21
回
気
候
変
動
枠
組
条
約
締
約
国

会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
）
は
世
界
的
な
注
目
を
集
め
る
会
合
で
あ
っ
た
。
ま
ず
、
温
暖
化
交
渉
の
流
れ
の
中

で
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
の
位
置
づ
け
を
考
え
て
み
た
い
。

１
９
９
２
年
の
気
候
変
動
枠
組
条
約
は
、
温
暖
化
防
止
の
国
際
的
取
組
の
基
本
法
と
し
て
大
き
な
意

義
を
有
す
る
反
面
、
当
時
の
経
済
力
を
前
提
と
し
た
附
属
書
Ⅰ
国
（
先
進
国
）、
非
附
属
書
Ⅰ
国
（
発
展

途
上
国
）
の
二
分
法
と
、「
共
通
だ
が
差
異
の
あ
る
責
任
」
の
原
則
を
条
約
に
刻
み
込
む
こ
と
と
な
っ
た
。

１
９
９
７
年
の
京
都
議
定
書
は
こ
の
二
分
法
を
さ
ら
に
進
め
、
附
属
書
Ⅰ
国
の
み
が
温
室
効
果
ガ
ス

削
減
義
務
を
負
い
、
国
連
の
下
で
先
進
国
の
排
出
量
を
割
り
当
て
る
と
い
う
片
務
的
、
か
つ
ト
ッ
プ
ダ

ウ
ン
の
枠
組
み
を
つ
く
り
出
し
た
。
そ
の
結
果
、
途
上
国
と
異
な
る
義
務
を
負
う
こ
と
が
自
国
の
経
済

力
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
と
懸
念
し
た
米
国
の
離
脱
を
招
き
、
京
都
議
定
書
体
制
は
最
初
か
ら
重
大
な
瑕

疵
を
は
ら
む
こ
と
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
２
０
０
０
年
以
降
、
中
国
等
の
新
興
国
の
排
出
量
の
急
速
な
伸
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び
に
伴
い
、
京
都
議
定
書
で
削
減
義
務
を
負
う
先
進
国
の
排
出
量
シ
ェ
ア
は
４
分
の
１
以
下
と
な
り
、

議
定
書
が
世
界
の
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
に
ほ
と
ん
ど
役
立
た
な
い
こ
と
は
、
２
０
０
５
年
の
発
効
以
前

か
ら
既
に
明
白
だ
っ
た
。

第
一
約
束
期
間
が
終
了
す
る
２
０
１
３
年
以
降
の
枠
組
み
の
議
論
に
お
い
て
も
、
京
都
議
定
書
は
気

候
変
動
交
渉
を
呪
縛
し
続
け
た
。
２
０
０
７
年
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
13
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
バ
リ
島
）
で
合
意
さ

れ
た
バ
リ
行
動
計
画
で
は
２
０
０
９
年
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
15（
デ
ン
マ
ー
ク
・
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
）で
２
０
１
３

年
以
降
の
枠
組
み
に
合
意
す
る
こ
と
と
し
て
い
た
が
、
全
て
の
主
要
排
出
国
の
参
加
す
る
一
つ
の
枠
組

み
を
主
張
す
る
先
進
国
と
、
昔
な
が
ら
の
先
進
国
・
途
上
国
二
分
論
に
固
執
し
、
第
二
約
束
期
間
の
設

定
と
先
進
国
か
ら
の
一
層
の
資
金
、
技
術
移
転
を
主
張
す
る
途
上
国
と
の
激
し
い
対
立
は
続
い
た
。
Ｃ

Ｏ
Ｐ
15
の
最
終
局
面
で
オ
バ
マ
大
統
領
、
メ
ル
ケ
ル
首
相
の
主
導
に
よ
り
二
十
数
カ
国
の
首
脳
が
「
コ

ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
合
意
」
を
作
成
し
た
が
、
一
部
途
上
国
が
手
続
の
不
透
明
性
を
非
難
し
、「
留
意
」
に
終

わ
っ
て
し
ま
う
。

コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
後
、
Ｅ
Ｕ
は
あ
く
ま
で
第
二
約
束
期
間
設
定
に
固
執
す
る
途
上
国
に
妥
協
し
、
全

て
の
国
が
参
加
す
る
枠
組
み
と
第
二
約
束
期
間
の
並
立
を
認
め
る
と
の
方
針
転
換
を
行
っ
た
。
他
方
、

7 はじめに



日
本
、
カ
ナ
ダ
、
ロ
シ
ア
は
第
二
約
束
期
間
の
設
定
は
全
て
の
国
が
参
加
す
る
実
効
性
あ
る
一
つ
の
枠

組
み
構
築
へ
の
逆
行
で
あ
る
と
の
理
由
で
こ
れ
に
反
対
し
た
。
こ
の
た
め
２
０
１
０
年
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
16

（
メ
キ
シ
コ
・
カ
ン
ク
ン
）で
は
第
二
約
束
期
間
の
取
り
扱
い
が
最
大
の
争
点
と
な
り
、
初
日
に
第
二
約

束
期
間
へ
の
不
参
加
を
表
明
し
た
日
本
は
途
上
国
や
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
か
ら
の
強
い
非
難
を
受
け
、
国
内
の

報
道
も「
日
本
が
孤
立
す
る
」と
書
き
立
て
た
。
し
か
し
日
本
は
粘
り
強
く
自
国
の
立
場
を
説
明
し
、
最

後
ま
で
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
貫
い
た
。

Ｃ
Ｏ
Ｐ
16
で
は
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
合
意
を
発
展
さ
せ
た「
カ
ン
ク
ン
合
意
」が
採
択
さ
れ
た
一
方
、
京

都
議
定
書
第
二
約
束
期
間
に
つ
い
て
は
、
参
加
を
表
明
す
る
Ｅ
Ｕ
等
と
不
参
加
を
表
明
す
る
日
本
、
ロ

シ
ア
、
カ
ナ
ダ
に
分
か
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
全
て
の
国
が
参
加
す
る
２
０
１
３
年
以
降
の
枠
組
み
と

し
て
採
択
さ
れ
た
カ
ン
ク
ン
合
意
は
、
先
進
国
、
途
上
国
が
緩
和
目
標
／
行
動
を
自
主
的
に
プ
レ
ッ
ジ

し
、
そ
れ
を
Ｍ
Ｒ
Ｖ
（
計
測
・
報
告
・
検
証
）
す
る
と
い
う
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
型
の
プ
レ
ッ
ジ
＆
レ
ビ
ュ

ー
の
枠
組
み
で
あ
る
。
こ
れ
は
先
進
国
の
み
に
義
務
を
課
し
た
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
型
の
京
都
議
定
書
と
は

明
確
に
異
な
る
も
の
で
あ
り
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
で
採
択
さ
れ
た
パ
リ
協
定
も
こ
の
流
れ
に
沿
っ
て
い
る
。
温

暖
化
交
渉
の
歴
史
を
振
り
返
る
と
き
、
カ
ン
ク
ン
合
意
は
「
京
都
議
定
書
時
代
の
終
わ
り
の
始
ま
り
」
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と
し
て
記
憶
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

２
０
１
１
年
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
17
（
南
ア
・
ダ
ー
バ
ン
）
で
は
ポ
ス
ト
２
０
２
０
年
の
枠
組
み
を
交
渉
す
る

た
め
の
「
ダ
ー
バ
ン
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
が
採
択
さ
れ
、
２
０
１
５
年
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
に
お
い
て
「
全

て
の
締
約
国
に
適
用
さ
れ
る
、
枠
組
条
約
の
下
で
の
議
定
書
、
そ
の
他
の
法
的
文
書
あ
る
い
は
法
的
効

力
を
有
す
る
合
意
成
果
」
を
得
る
と
の
作
業
計
画
が
合
意
さ
れ
た
。
京
都
議
定
書
交
渉
で
は
先
進
国
の

削
減
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
の
み
に
限
定
し
、
途
上
国
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
は
あ
ら
か
じ
め
除
外
さ
れ
て
い

た
。
バ
リ
行
動
計
画
は
先
進
国
、
途
上
国
の
緩
和
目
標
／
緩
和
行
動
を
盛
り
込
み
、
全
て
の
国
の
参
加

す
る
枠
組
み
を
目
指
し
た
も
の
の
、
並
行
し
て
進
む
第
二
約
束
期
間
交
渉
の
た
め
、
途
上
国
は
「
先
進

国
は
京
都
議
定
書
に
基
づ
く
義
務
、
途
上
国
は
バ
リ
行
動
計
画
に
基
づ
く
自
主
行
動
」
と
い
う
主
張
を

展
開
し
た
。
ゆ
え
に
「
全
て
の
国
が
気
候
変
動
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
、
気
候
変
動
が
グ
ロ
ー
バ
ル

な
性
格
を
有
す
る
こ
と
か
ら
、
地
球
全
体
の
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
を
加
速
す
る
た
め
に
は
全
て
の
国
の

協
力
と
実
効
あ
る
適
切
な
国
際
対
応
へ
の
参
加
が
必
要
」
と
の
認
識
の
下
に
、
一
つ
の
交
渉
の
場
（
Ａ

Ｄ
Ｐ
）
で
「
全
て
の
締
約
国
に
適
用
さ
れ
る
（
一
つ
の
）
枠
組
み
を
つ
く
る
」
と
い
う
ダ
ー
バ
ン
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
に
は
大
き
な
歴
史
的
意
義
が
あ
る
。

9 はじめに



Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
は
こ
の
よ
う
な
交
渉
経
緯
の
中
で
、
全
て
の
締
約
国
に
適
用
さ
れ
る
一
つ
の
枠
組
み
に
合

意
す
る
場
と
し
て
、
世
界
的
な
注
目
を
浴
び
、
見
事
に
合
意
を
導
き
出
し
た
。
本
稿
で
は
、
パ
リ
協
定

の
採
択
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
は
な
ぜ
成
功
し
た
の
か
、
パ
リ
協
定
の
概
要
と
そ
の
評
価
、
そ
し
て
日
本
が
と
る

べ
き
方
向
に
つ
い
て
私
見
を
述
べ
て
み
た
い
。
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⒈ 
パ
リ
協
定
の
採
択

２
０
１
５
年
12
月
12
日
（
土
）
フ
ラ
ン
ス
時
間
午
後
７
時
半
頃
、
京
都
議
定
書
に
代
わ
る
新
た
な
法

的
枠
組
み
で
あ
る
パ
リ
協
定
が
採
択
さ
れ
た
。
フ
ァ
ビ
ウ
ス
外
務
大
臣
が
「
パ
リ
協
定
を
採
択
す
る
」

と
い
っ
て
木
槌
を
下
ろ
す
と
、
会
場
は
大
き
な
拍
手
に
包
ま
れ
た
。
筆
者
が
陣
取
っ
て
い
た
プ
レ
ス
ル

ー
ム
周
辺
で
も
大
き
な
歓
声
と
拍
手
が
わ
い
た
。
そ
の
後
の
各
国
の
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
も
議
長
国
フ
ラ

ン
ス
と
新
た
な
協
定
に
対
す
る
最
大
級
の
賛
辞
が
続
い
た
。
採
択
後
、
唯
一
、
ニ
カ
ラ
グ
ア
が
合
意
内

容
に
対
す
る
不
満
を
長
々
と
述
べ
た
が
、
フ
ァ
ビ
ウ
ス
外
相
か
ら
は
「
早
く
発
言
を
終
え
る
よ
う
に
」

と
軽
く
あ
し
ら
わ
れ
て
終
わ
っ
た
。
２
０
１
０
年
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
16
で
カ
ン
ク
ン
合
意
が
採
択
さ
れ
た
際
、

た
だ
一
国
反
対
を
す
る
ボ
リ
ビ
ア
に
対
し
、
議
長
の
エ
ス
ピ
ノ
ー
ザ
・
メ
キ
シ
コ
外
相
が
「
ボ
リ
ビ
ア

の
発
言
は
議
事
録
に
残
す
。
し
か
し
コ
ン
セ
ン
サ
ス
は
全
員
一
致
を
意
味
し
な
い
」
と
し
て
押
し
切
っ

た
こ
と
を
思
い
出
す
。
２
０
０
９
年
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
15
で
ボ
リ
ビ
ア
、
ニ
カ
ラ
グ
ア
等
の
反
対
で
コ
ペ
ン
ハ

ー
ゲ
ン
合
意
の
採
択
が
ブ
ロ
ッ
ク
さ
れ
た
こ
と
を
思
う
と
隔
世
の
感
が
あ
る
。

土
曜
朝
の
新
聞
は
10
日
（
木
）
夜
に
出
た
議
長
第
２
次
テ
キ
ス
ト
を
め
ぐ
っ
て
各
国
の
意
見
は
未
だ

12



鋭
く
対
立
し
て
お
り
、
議
長
の
最
終
テ
キ
ス
ト
が
出
る
の
は
早
く
て
も
12
日
（
土
）
の
夜
、
会
議
が
終

わ
る
の
は
13
日
（
日
）
午
前
中
で
あ
ろ
う
と
の
観
測
を
伝
え
て
い
た
。
京
都
議
定
書
に
続
く
新
た
な
法

的
枠
組
み
に
合
意
す
る
と
い
う
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
難
し
さ
を
考
え
れ
ば
、
合
意
が
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
ま
で

ず
れ
込
む
こ
と
は
容
易
に
想
定
さ
れ
、
土
曜
午
後
７
時
半
に
パ
リ
協
定
が
採
択
さ
れ
た
の
は
予
想
よ
り

も
早
か
っ
た
感
が
あ
る
。

13 パリ協定の採択



⒉ 
Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
は
な
ぜ
成
功
し
た
の
か

筆
者
は
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
開
催
前
か
ら
、「
Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
に
向
け
て
は
多
く
の
対
立
点
が
あ
る
が
、
合
意
形
成

に
つ
い
て
は
慎
重
に
楽
観
的
（cautiously optim

istic

）
で
あ
る
」
と
述
べ
て
き
た
。
今
回
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ

21
が
成
功
し
た
背
景
に
は
以
下
の
諸
要
素
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

米
国
、
中
国
の
前
向
き
姿
勢

何
よ
り
、
世
界
第
１
位
、
第
２
位
の
排
出
国
で
あ
る
中
国
、
米
国
が
合
意
を
欲
し
て
い
た
こ
と
は
大

き
い
。
米
国
は
Ｃ
Ｏ
Ｐ
15
の
時
も
前
向
き
で
あ
っ
た
が
、
オ
バ
マ
大
統
領
就
任
１
年
目
の
２
０
０
９
年

と
異
な
り
、
今
回
は
大
統
領
任
期
２
期
目
を
１
年
余
り
残
す
の
み
で
あ
る
。
温
暖
化
問
題
で
レ
ガ
シ
ー

を
残
し
た
い
オ
バ
マ
大
統
領
に
と
っ
て
は
後
が
な
い
。
通
常
は
ト
ッ
ド
・
ス
タ
ー
ン
特
使
を
ヘ
ッ
ド
と

す
る
米
国
代
表
団
を
、
２
週
目
か
ら
は
ケ
リ
ー
国
務
長
官
自
身
が
指
揮
し
、
各
国
と
の
調
整
に
精
力
的

に
動
き
回
っ
て
い
た
の
は
そ
の
証
左
で
あ
る
。

他
方
、
中
国
に
と
っ
て
深
刻
な
大
気
汚
染
問
題
に
本
腰
を
入
れ
て
取
り
組
む
こ
と
は
体
制
維
持
の
た

14



め
に
も
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
自
動
車
排
気
ガ
ス
、
発
電
所
か
ら
の
煤
塵
等
の
大
気
汚
染
問
題
に
取
り
組

む
こ
と
は
、
そ
の
ま
ま
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
に
も
つ
な
が
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
２
０
０
０
年
以
降
、

右
肩
上
が
り
で
あ
っ
た
経
済
成
長
に
も
鈍
化
が
見
え
て
き
た
し
、
そ
の
方
向
性
も
よ
り
高
効
率
、
高
付

加
価
値
の
産
業
を
目
指
す
意
向
が
鮮
明
に
な
っ
て
き
た
。
Ｃ
Ｏ
Ｐ
15
前
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
は
温
室
効
果

ガ
ス
の
ピ
ー
ク
ア
ウ
ト
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
示
す
こ
と
に
す
ら
後
ろ
向
き
で
あ
っ
た
中
国
が
２
０
３
０
年

ピ
ー
ク
ア
ウ
ト
を
表
明
し
た
の
は
こ
の
よ
う
な
背
景
が
あ
る
。
さ
ら
に
南
沙
諸
島
等
に
お
け
る
拡
張
主

義
が
周
辺
国
と
の
摩
擦
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
中
で
、
温
暖
化
防
止
に
積
極
的
な
姿
勢
を
示
す
こ
と
は

「
国
際
的
に
前
向
き
な
役
割
を
果
た
す
中
国
」を
演
出
す
る
上
で
大
き
な
意
味
が
あ
る
。
特
に
米
国
と
協

力
す
る
こ
と
は
中
国
の
志
向
す
る
「
新
た
な
大
国
関
係
」
を
印
象
付
け
る
上
で
も
外
交
政
策
上
大
き
な

意
味
が
あ
る
。

こ
う
し
た
要
素
は
Ｃ
Ｏ
Ｐ
15
時
点
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
も
の
で
あ
り
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
成
功
の
大
き
な

背
景
と
い
え
よ
う
。
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議
長
国
フ
ラ
ン
ス
の
不
退
転
の
決
意

議
長
国
フ
ラ
ン
ス
は
国
の
威
信
に
か
け
て
合
意
を
つ
く
り
出
す
決
意
で
あ
っ
た
。
首
相
経
験
者
で
あ

る
フ
ァ
ビ
ウ
ス
外
相
が
陣
頭
指
揮
を
し
た
の
も
そ
の
決
意
の
表
れ
で
あ
る
。
温
暖
化
交
渉
の
歴
史
の
中

で
エ
ポ
ッ
ク
メ
イ
キ
ン
グ
な
Ｃ
Ｏ
Ｐ
が
欧
州
で
開
催
さ
れ
る
の
は
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
に
次
い
で
２
度
目

で
あ
る
。
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
の
無
残
な
失
敗
が
デ
ン
マ
ー
ク
の
み
な
ら
ず
欧
州
の
威
信
低
下
を
招
い
た

こ
と
を
考
え
れ
ば
、
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
以
上
に
重
要
な
パ
リ
で
の
失
敗
は
絶
対
に
避
け
ね
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
フ
ラ
ン
ス
は
11
月
の
テ
ロ
攻
撃
に
屈
せ
ず
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
を
敢
然
と
決
行
し
た
。
Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
で
合
意

を
取
り
ま
と
め
、
フ
ラ
ン
ス
の
国
威
を
世
界
に
示
す
こ
と
が
一
層
の
至
上
命
題
と
な
っ
た
こ
と
は
想
像

に
難
く
な
い
。
加
え
て
13
日
（
日
）
に
は
第
２
回
地
方
選
挙
が
あ
る
。
直
前
の
第
１
回
地
方
選
挙
で
極

右
政
党
の
躍
進
を
許
し
た
オ
ラ
ン
ド
大
統
領
に
と
っ
て
も
国
際
協
力
、
マ
ル
チ
ラ
テ
ラ
リ
ズ
ム
の
象
徴

と
も
い
う
べ
き
地
球
温
暖
化
問
題
で
是
非
と
も
得
点
を
挙
げ
た
い
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

合
意
を
欲
し
た
脆
弱
国

議
長
国
フ
ラ
ン
ス
と
第
１
位
、
第
２
位
の
排
出
国
で
あ
る
中
国
、
米
国
が
前
向
き
で
あ
っ
た
と
し
て
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も
国
連
交
渉
は
１
９
０
カ
国
を
超
え
る
国
が
合
意
し
な
け
れ
ば
前
に
進
ま
な
い
。
そ
の
意
味
で
途
上
国

の
多
数
を
占
め
る
ア
フ
リ
カ
諸
国
、
Ｌ
Ｄ
Ｃ
、
島
嶼
国
等
が
合
意
を
欲
し
て
い
た
と
い
う
要
素
も
大
き

い
。
彼
ら
に
と
っ
て
最
大
の
関
心
事
は
先
進
国
か
ら
の
支
援
確
保
で
あ
る
。
経
済
力
の
強
い
新
興
途
上

国
や
、
目
減
り
し
て
い
る
と
は
い
え
石
油
収
入
の
蓄
積
の
あ
る
産
油
国
と
は
事
情
が
違
う
。
会
議
が
決

裂
し
て
資
金
援
助
や
技
術
援
助
が
宙
に
浮
い
て
し
ま
え
ば
、
困
る
の
は
脆
弱
国
で
あ
る
。
ま
た
脆
弱
国

の
目
か
ら
見
れ
ば
、
大
排
出
国
と
な
っ
た
中
国
、
イ
ン
ド
に
も
排
出
削
減
に
取
り
組
ん
で
も
ら
わ
ね
ば

困
る
。
今
回
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
で
米
国
、
Ｅ
Ｕ
等
と
島
嶼
国
、
ア
フ
リ
カ
諸
国
等
が
「H

igh A
m
bition 

C
oalition

」
を
組
ん
だ
こ
と
は
、
Ｇ
77
＋
中
国
の
中
で
分
断
が
進
ん
で
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
り
、

特
に
Ｃ
Ｏ
Ｐ
15
に
お
け
る
中
国
を
髣
髴
さ
せ
る
よ
う
な
強
硬
姿
勢
の
目
立
っ
た
イ
ン
ド
へ
の
一
定
の
牽

制
と
な
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

京
都
議
定
書
フ
ァ
ク
タ
ー
の
不
在

コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
に
向
け
て
の
交
渉
を
難
し
く
し
て
い
た
一
つ
の
背
景
は
京
都
議
定
書
第
二
約
束
期

間
の
存
在
で
あ
る
。
当
時
、
国
連
交
渉
で
は
長
期
協
力
特
別
作
業
部
会
（A

W
G
-LC
A

）
で
ポ
ス
ト
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２
０
１
３
年
枠
組
み
の
交
渉
が
進
ん
で
い
る
一
方
で
、
京
都
議
定
書
特
別
作
業
部
会
（A

W
G
-K
P

）
で

は
第
二
約
束
期
間
の
議
論
が
進
め
ら
れ
て
い
た
。
先
進
国
の
み
が
義
務
を
負
う
と
い
う
京
都
議
定
書
的

な
二
分
法
に
こ
だ
わ
る
途
上
国
は
京
都
議
定
書
第
二
約
束
期
間
の
設
定
を
ポ
ス
ト
２
０
１
３
年
枠
組
み

交
渉
の
進
展
の
条
件
と
す
る
戦
術
を
と
っ
て
い
た
。
京
都
議
定
書
が
依
然
と
し
て
「
生
き
て
」
い
た
こ

と
が
、
全
て
の
国
が
参
加
す
る
枠
組
み
の
策
定
の
阻
害
要
因
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
交
渉
で
は
、
こ
う
し
た
京
都
議
定
書
フ
ァ
ク
タ
ー
は
消
滅
し
て
い
た
。
地
球
レ
ベ

ル
の
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
に
と
っ
て
京
都
議
定
書
の
よ
う
な
枠
組
み
は
何
の
役
に
も
立
た
な
い
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
り
、
京
都
議
定
書
第
二
約
束
期
間
の
設
定
を
受
け
入
れ
た
Ｅ
Ｕ
で
す
ら
、
第
三
約
束
期
間

と
い
う
議
論
に
は
見
向
き
も
し
な
か
っ
た
。
ま
た
京
都
議
定
書
の
よ
う
に
目
標
数
値
に
拘
束
力
を
持
た

せ
る
枠
組
み
に
は
米
国
や
新
興
国
が
乗
っ
て
こ
な
い
と
い
う
点
に
つ
い
て
も
共
通
認
識
が
広
が
っ
て
い

た
。
も
ち
ろ
ん
、
Ｅ
Ｕ
や
島
嶼
国
の
よ
う
に
引
き
続
き
京
都
議
定
書
の
よ
う
な
目
標
数
値
に
義
務
を
持

た
せ
る
枠
組
み
を
主
張
す
る
国
々
、
Ｌ
Ｍ
Ｄ
Ｃ
（Like M

inded D
eveloping C

ountry G
roup

）
の

よ
う
に
先
進
国
の
み
が
義
務
を
負
う
枠
組
み
を
主
張
す
る
国
々
も
い
た
が
、
そ
れ
は
多
分
に
交
渉
上
の

ポ
ジ
シ
ョ
ン
で
あ
り
、
本
気
で
そ
れ
が
実
現
可
能
で
あ
る
と
信
じ
て
い
た
と
は
思
え
な
い
（
そ
う
で
あ

18



る
と
す
れ
ば
交
渉
官
失
格
で
あ
ろ
う
）。
交
渉
成
果
の
暗
黙
の
了
解
は
カ
ン
ク
ン
合
意
を
モ
デ
ル
と
し

た
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
の
プ
レ
ッ
ジ
＆
レ
ビ
ュ
ー
で
あ
っ
た
。
京
都
議
定
書
策
定
後
18
年
を
経
て
温
暖
化
交

渉
の
地
合
い
も
変
化
・
成
熟
し
て
お
り
、
そ
れ
が
交
渉
妥
結
に
プ
ラ
ス
の
要
素
と
な
っ
た
。
カ
ン
ク
ン

合
意
の
元
と
な
っ
た
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
合
意
が
で
き
る
前
に
は
こ
う
し
た
状
況
で
は
な
か
っ
た
。

フ
ラ
ン
ス
の
会
議
運
営
の
巧
み
さ

議
長
国
フ
ラ
ン
ス
の
会
議
運
営
の
巧
み
さ
も
特
筆
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
彼
ら
は
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
の

失
敗
の
経
験
を
綿
密
に
研
究
し
て
い
た
に
違
い
な
い
。
首
脳
プ
ロ
セ
ス
を
会
議
冒
頭
に
持
っ
て
き
て
モ

メ
ン
タ
ム
を
高
め
た
の
は
そ
の
一
例
だ
。
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
で
は
交
渉
が
未
だ
収
斂
し
な
い
２
週
目
中

盤
に
首
脳
が
続
々
と
到
着
し
、
混
迷
の
極
に
達
し
た
こ
と
と
対
照
的
で
あ
る
。
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
で
は

デ
ン
マ
ー
ク
の
稚
拙
な
会
議
運
営
に
危
機
感
を
覚
え
た
オ
バ
マ
大
統
領
他
主
要
国
首
脳
が
前
代
未
聞
の

首
脳
レ
ベ
ル
ド
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
交
渉
を
行
い
、「
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
合
意
」に
つ
な
が
っ
た
。
Ｃ
Ｏ
Ｐ
15

終
盤
、
デ
ン
マ
ー
ク
は
議
長
国
と
し
て
の
機
能
を
喪
失
し
て
い
た
と
い
っ
て
よ
い
。
こ
れ
に
対
し
て
フ

ラ
ン
ス
は
最
後
ま
で
議
長
と
し
て
運
転
席
に
座
り
続
け
た
。
透
明
性
、
全
員
参
加
に
も
最
大
限
の
配
慮
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を
払
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
Ｃ
Ｏ
Ｐ
15
で
は
、
デ
ン
マ
ー
ク
が
用
意
し
て
い
た
「
議
長
テ
キ
ス
ト
」
が

新
聞
に
す
っ
ぱ
抜
か
れ
、
途
上
国
の
不
信
を
招
き
、
会
議
が
胸
突
き
八
丁
に
か
か
る
２
週
目
の
大
事
な

局
面
で
議
長
提
案
を
出
す
き
っ
か
け
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
。
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
合
意
の
採
択
に
失
敗
し

た
の
は
少
数
国
首
脳
に
よ
る
密
室
で
の
協
議
が
手
続
上
の
批
判
を
招
い
た
こ
と
に
よ
る
。

今
回
、
フ
ラ
ン
ス
は
１
週
目
で
終
了
し
た
Ａ
Ｄ
Ｐ
交
渉
を
引
き
継
ぎ
、
自
然
か
つ
円
滑
な
形
で
議
長

テ
キ
ス
ト
を
出
し
た
。
全
体
会
議
場
の
そ
こ
か
し
こ
で
テ
ー
マ
に
応
じ
た
「
解
決
の
た
め
の
イ
ン
ダ
バ

（
関
心
国
が
頭
を
寄
せ
合
っ
て
相
談
す
る
こ
と
）」を
行
わ
せ
、「
見
え
な
い
と
こ
ろ
で
少
数
国
の
間
で
何

か
が
進
ん
で
い
る
」
と
い
う
印
象
を
与
え
な
い
よ
う
に
し
た
。
温
暖
化
交
渉
で
は
途
上
国
が
プ
ロ
セ
ス

に
難
癖
を
つ
け
、
交
渉
が
停
滞
す
る
こ
と
が
日
常
茶
飯
事
だ
が
、
今
回
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
で
は
そ
う
し
た
手
続

上
の
ト
ラ
ブ
ル
が
驚
く
ほ
ど
生
じ
な
か
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
が
Ｇ
77
＋
中
国
の
議
長
国
で
あ
る
南
ア
フ
リ

カ
や
、
フ
ラ
ン
ス
の
影
響
が
強
い
ア
フ
リ
カ
諸
国
と
密
接
に
連
絡
を
と
っ
て
い
た
こ
と
も
奏
功
し
た
の

で
あ
ろ
う
。
ま
た
Ｃ
Ｏ
Ｐ
15
最
終
局
面
で
手
続
上
の
瑕
疵
を
理
由
に
大
暴
れ
し
た
ボ
リ
ビ
ア
、
ベ
ネ
ズ

エ
ラ
を
イ
シ
ュ
ー
ご
と
の
閣
僚
級
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
し
て
取
り
込
ん
だ
こ
と
も
フ
ラ
ン
ス
ら
し
い

老
獪
さ
で
あ
る
。
Ｃ
Ｏ
Ｐ
15
で
血
の
流
れ
る
手
を
か
ざ
し
て
議
長
国
デ
ン
マ
ー
ク
に
詰
め
寄
っ
た
ベ
ネ
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ズ
エ
ラ
の
ク
ラ
ウ
デ
ィ
ア
・
サ
レ
ル
ノ
首
席
交
渉
官
が
、
パ
リ
協
定
採
択
の
際
に
は
満
面
の
笑
み
で
議

長
国
フ
ラ
ン
ス
と
合
意
内
容
を
称
え
て
い
た
の
は
「
一
代
の
奇
観
」
と
の
感
が
あ
っ
た
。

議
長
ド
ラ
フ
ト
の
出
し
方
も
よ
く
考
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
10
日
夜
に
出
さ
れ
た
第
二
次
テ
キ

ス
ト
は
、
第
一
次
テ
キ
ス
ト
か
ら
途
上
国
に
さ
ら
に
大
き
く
寄
っ
た
も
の
と
な
っ
て
い
た
。
資
金
面
で

は
１
０
０
０
億
ド
ル
を
下
限
と
す
る
数
値
目
標
、
２
年
に
一
度
の
報
告
義
務
、
先
進
国
は
資
金
援
助
義

務
、
そ
の
他
の
国
の
資
金
供
与
は
自
主
的
・
補
完
的
と
い
っ
た
途
上
国
寄
り
の
テ
キ
ス
ト
が
ブ
ラ
ケ
ッ

ト
な
し
で
提
示
さ
れ
る
一
方
、
先
進
国
が
最
も
重
視
す
る
透
明
性
に
つ
い
て
は
、
先
進
国
と
途
上
国
の

二
分
化
を
容
認
す
る
オ
プ
シ
ョ
ン
が
残
さ
れ
て
い
た
。
資
金
面
に
つ
い
て
は
途
上
国
寄
り
の
ク
リ
ー
ン

テ
キ
ス
ト
を
そ
の
ま
ま
に
し
、
透
明
性
に
つ
い
て
は
途
上
国
寄
り
の
オ
プ
シ
ョ
ン
と
先
進
国
が
支
持
す

る
オ
プ
シ
ョ
ン
の
間
で
着
地
点
を
探
る
と
い
う
の
で
は
、
先
進
国
に
と
っ
て
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
。
フ

ラ
ン
ス
も
そ
ん
な
こ
と
は
百
も
承
知
だ
っ
た
は
ず
だ
。
大
詰
め
の
段
階
で
「
途
上
国
が
反
発
し
て
合
意

に
失
敗
す
る
リ
ス
ク
は
あ
る
が
、
先
進
国
は
最
後
に
は
合
意
を
壊
さ
な
い
だ
ろ
う
」
と
い
う
読
み
に
基

づ
き
、
ま
ず
は
途
上
国
に
大
き
く
寄
っ
た
テ
キ
ス
ト
を
出
し
、
途
上
国
の
支
持
を
取
り
付
け
よ
う
と
し

た
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
後
、
最
終
テ
キ
ス
ト
で
は
先
進
国
の
コ
メ
ン
ト
を
入
れ
て
途
上
国
に
大
き
く
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振
れ
た
資
金
の
テ
キ
ス
ト
の
振
り
子
を
戻
す
一
方
、
透
明
性
に
つ
い
て
は
先
進
国
の
重
視
す
る
「
先
進

国
、
途
上
国
共
通
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
」
を
ベ
ー
ス
と
し
つ
つ
、
途
上
国
へ
の
配
慮
条
項
を
随
所
に
書

き
入
れ
た
。
全
体
的
に
は
途
上
国
側
へ
の
配
慮
が
引
き
続
き
目
立
つ
も
の
の
、
大
き
く
途
上
国
寄
り

だ
っ
た
テ
キ
ス
ト
を
真
ん
中
方
向
に
戻
し
て
い
る
た
め
、
先
進
国
の
納
得
も
得
や
す
い
。
交
渉
の
「
相

場
」
を
う
ま
く
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
た
と
い
え
よ
う
。

駄
目
押
し
は
合
意
に
向
け
た
雰
囲
気
づ
く
り
で
あ
る
。
12
日
に
最
終
テ
キ
ス
ト
を
出
す
直
前
に
パ
リ

委
員
会
を
開
催
し
、
フ
ァ
ビ
ウ
ス
議
長
は
「
わ
れ
わ
れ
は
合
意
に
非
常
に
近
づ
い
て
い
る
。
こ
れ
か
ら

出
す
最
終
テ
キ
ス
ト
は
考
え
得
る
最
善
の
バ
ラ
ン
ス
を
図
っ
た
も
の
だ
。
皆
が
１
０
０
％
自
分
の
意
見

を
通
せ
ば
、
全
体
は
ゼ
ロ
に
な
っ
て
し
ま
う
。
皆
は
合
意
を
欲
し
て
い
る
の
か
、
い
な
い
の
か
？
」
と

し
て
最
終
テ
キ
ス
ト
を
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
る
こ
と
を
強
く
求
め
た
。
パ
ン
・
ギ
ム
ン
国
連
事
務
総
長
、

オ
ラ
ン
ド
大
統
領
も
次
々
に
登
壇
し
て
各
国
に
柔
軟
性
と
合
意
を
求
め
、
そ
の
た
び
に
大
き
な
拍
手
を

浴
び
た
。
こ
の
時
点
で
フ
ラ
ン
ス
は
紛
糾
し
て
い
た
部
分
に
つ
い
て
関
係
国
と
の
調
整
を
終
え
て
い
た

こ
と
は
間
違
い
な
い
。
し
か
し
協
定
案
全
体
に
つ
い
て
１
９
０
カ
国
超
の
意
向
を
確
認
し
て
い
た
わ
け

で
は
な
く
、
ど
こ
か
の
国
が
異
議
を
唱
え
る
可
能
性
も
排
除
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
、
最
終
案
に
文
句
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を
い
わ
せ
な
い
空
気
を
事
前
に
つ
く
り
出
そ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

い
ず
れ
も
外
交
達
者
、
粘
り
腰
の
フ
ラ
ン
ス
ら
し
い
老
獪
さ
で
あ
る
。
猪
突
猛
進
型
の
デ
ン
マ
ー
ク

と
は
役
者
が
違
う
と
い
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。

交
渉
官
も
人
の
子

最
後
に
な
か
ば
冗
談
、
な
か
ば
本
気
の
感
想
だ
が
、
開
催
地
の
環
境
も
交
渉
官
の
心
理
に
影
響
を
与

え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
Ｃ
Ｏ
Ｐ
15
は
国
際
交
渉
の
置
か
れ
た
環
境
が
厳
し
か
っ
た
こ
と
も
も
ち

ろ
ん
だ
が
、
冬
の
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
の
寒
さ
と
暗
さ
、
食
べ
物
の
不
味
さ
と
値
段
の
高
さ
等
が
交
渉
官

の
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
を
よ
り
対
立
的
な
も
の
に
し
て
い
っ
た
気
が
し
て
な
ら
な
い
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ

ム
ズ
の
記
事
に
よ
れ
ば
フ
ラ
ン
ス
は
Ｃ
Ｏ
Ｐ
議
長
国
を
引
き
受
け
た
直
後
か
ら
世
界
各
国
の
フ
ラ
ン
ス

大
使
館
、
総
領
事
館
に
指
示
を
出
し
、
フ
ラ
ン
ス
の
武
器
で
あ
る
ワ
イ
ン
や
フ
ラ
ン
ス
料
理
を
使
っ
て

各
国
の
関
係
者
と
の
関
係
強
化
に
腐
心
し
た
と
い
う
。
オ
ー
プ
ン
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
く
ら
い
し
か
売
り
物

の
な
い
デ
ン
マ
ー
ク
に
は
で
き
な
い
芸
当
で
あ
る
。
ま
た
Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
は
暖
冬
の
せ
い
か
、
気
候
も
比
較

的
お
だ
や
か
で
、
会
場
の
至
る
所
で
美
味
し
いP

aul
の
パ
ン
や
エ
ス
プ
レ
ッ
ソ
コ
ー
ヒ
ー
が
良
心
的
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な
値
段
で
売
ら
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
有
形
無
形
の
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
が
交
渉
官
の
心
理
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

な
影
響
を
与
え
た
側
面
は
無
視
で
き
な
い
と
考
え
る
。
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⒊ 
パ
リ
合
意
の
概
要

次
に
今
回
合
意
さ
れ
た
パ
リ
協
定
の
主
要
ポ
イ
ン
ト
を
見
て
い
こ
う
。
協
定
全
文
は
以
下
の
サ
イ
ト

で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
な
の
で
適
宜
参
照
し
な
が
ら
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。http://unfccc.int/

resource/docs/2015/cop21/eng/l09r01.pdf

目
的

パ
リ
協
定
第
２
条
で
は
本
協
定
の
目
的
と
し
て
「
世
界
的
な
平
均
気
温
上
昇
を
産
業
革
命
以
前
に
比

べ
て
２
℃
よ
り
十
分
低
く
保
つ
と
と
も
に
、
１
・
５
℃
に
抑
え
る
努
力
を
追
求
す
る
こ
と
」（
第
１
項

（
ａ
））、「
適
応
能
力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
」（
第
１
項
（
ｂ
））、「
資
金
の
流
れ
を
低
排
出
で
強
靱
な
発

展
に
向
け
た
道
筋
に
適
合
さ
せ
る
こ
と
」（
第
１
項
（
ｃ
））
等
に
よ
っ
て
、
気
候
変
動
の
脅
威
へ
の
世

界
的
な
対
応
を
強
化
す
る
こ
と
で
あ
る
と
規
定
し
て
い
る
。

ま
た
第
２
項
で
は
「
こ
の
協
定
は
、
衡
平
及
び
各
国
の
異
な
る
事
情
に
照
ら
し
た
そ
れ
ぞ
れ
共
通
に

有
し
て
い
る
が
差
異
の
あ
る
責
任
及
び
各
国
の
能
力
の
原
則
を
反
映
す
る
よ
う
実
施
す
る
」
と
規
定
し
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た
。本

条
で
特
記
す
べ
き
点
は
、
初
め
て
国
際
条
約
に
温
度
目
標
が
記
載
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
も
ち
ろ

ん
、
第
２
条
の
柱
書
「This A

greem
ent

�aim
s to strengthen the global response to the 

threat of clim
ate change

�, including by:

」
を
受
け
て
「（a

） H
olding the increase in the 

global tem
perature to w

ell below
 2

°C
 above pre-industrial levels and to pursue efforts 

to lim
it the tem

perature increase to 1.5

°C
 above pre-industrial levels

�
」
と
な
っ
て
い
る

た
め
、
努
力
目
標
で
は
あ
る
。
し
か
し
気
候
変
動
枠
組
条
約
第
２
条
で
は
「
こ
の
条
約
及
び
締
約
国
会

議
が
採
択
す
る
法
的
文
書
に
は
、
こ
の
条
約
の
関
連
規
定
に
従
い
、
気
候
系
に
対
し
て
危
険
な
人
為
的

干
渉
を
及
ぼ
す
こ
と
と
な
ら
な
い
水
準
に
お
い
て
大
気
中
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
濃
度
を
安
定
化
さ
せ
る

こ
と
を
究
極
的
な
目
的
と
す
る
。
そ
の
よ
う
な
水
準
は
、
生
態
系
が
気
候
変
動
に
自
然
に
適
応
し
、
食

糧
の
生
産
が
脅
か
さ
れ
ず
、
か
つ
、
経
済
開
発
が
持
続
可
能
な
態
様
で
進
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

な
期
間
内
に
達
成
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
の
み
で
、
具
体
的
な
濃
度
目
標
や
温
度

目
標
は
記
載
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

カ
ン
ク
ン
合
意
前
文
に
お
い
て
は
「
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
第
４
次
評
価
報
告
書
に
あ
る
よ
う
に
産
業
革
命
以
降
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の
温
度
上
昇
を
２
℃
以
下
に
抑
制
す
る
た
め
に
は
大
幅
な
温
室
効
果
ガ
ス
の
抑
制
が
必
要
で
あ
り
、
締

約
国
は
こ
の
長
期
目
標
を
満
た
す
た
め
に
迅
速
な
行
動
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
認
識
す
る
。
ま
た
最
良

の
科
学
的
知
見
に
基
づ
き
、１
・
５
℃
を
含
む
長
期
目
標
の
強
化
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
認
識

す
る
」
と
い
う
文
言
が
入
っ
て
い
た
が
、
あ
く
ま
で
「
認
識
」
の
対
象
で
あ
っ
た
。
今
回
は
特
定
の
温

度
が「
認
識
」を
超
え
て
条
文
本
体
の
目
的
に
入
り
、
し
か
も
カ
ン
ク
ン
合
意
の「
２
℃
以
下（below

 2

°C

）」
が
「
2
℃
を
十
分
に
下
回
る
（w

ell below
 2

°C

）」
に
強
化
さ
れ
、
さ
ら
に
「
１
・
５
℃
を
目

指
す
」と
い
う
文
言
も
加
わ
っ
た
の
は
大
き
な
違
い
で
あ
る
。
加
え
て
Ｃ
Ｏ
Ｐ
決
定
パ
ラ
21 

で
は
Ｉ
Ｐ

Ｃ
Ｃ
に
対
し
、２
０
１
８
年
に
１
・
５
℃
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
経
路
に
つ
い
て

の
特
別
レ
ポ
ー
ト
を
作
成
す
る
こ
と
を
指
示
し
て
い
る
。

１
・
５
℃
へ
の
言
及
は
島
嶼
国
や
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
強
く
求
め
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
彼
ら
が
今
回
の

合
意
で
最
も
高
く
評
価
す
る
の
は
こ
の
部
分
で
あ
ろ
う
。
温
暖
化
の
被
害
を
最
も
甚
大
に
受
け
る
と
い

わ
れ
る
島
嶼
国
は
温
暖
化
交
渉
の
中
で
特
殊
な
地
位
を
占
め
て
い
る
。
彼
ら
の
賛
同
を
得
る
た
め
に
温

度
目
標
の
文
言
が
強
化
さ
れ
た
わ
け
だ
が
、
今
後
に
向
け
て
大
き
な
課
題
を
残
す
こ
と
に
も
な
っ
た
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
述
し
た
い
。
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温
度
目
標
と
併
せ
、
資
金
フ
ロ
ー
が
目
的
に
明
記
さ
れ
た
の
も
本
条
の
特
色
で
あ
る
。
こ
の
点
は
本

交
渉
の
目
的
を
先
進
国
か
ら
の
支
援
獲
得
に
置
い
て
い
た
多
く
の
途
上
国
の
強
い
主
張
を
踏
ま
え
た
も

の
で
あ
り
、
以
後
、「
資
金
」
は
パ
リ
協
定
の
い
た
る
と
こ
ろ
に
登
場
す
る
こ
と
に
な
る
。

も
う
一
つ
特
筆
す
べ
き
点
は
、
第
２
項
の
「
各
国
の
異
な
る
事
情
に
照
ら
し
た
そ
れ
ぞ
れ
共
通
に
有

し
て
い
る
が
差
異
の
あ
る
責
任
及
び
各
国
の
能
力
の
原
則
（principle of com

m
on but 

differentiated responsibilities and respective capabilities, in the light of different 
national circum

stances
）」
と
い
う
表
現
で
あ
る
。
気
候
変
動
枠
組
条
約
、
京
都
議
定
書
、
ポ
ス
ト

２
０
１
３
年
交
渉
を
通
じ
て
常
に
交
渉
を
呪
縛
し
て
き
た
の
が
「
共
通
だ
が
差
異
の
あ
る
責
任
と
各
国

の
能
力
」、
い
わ
ゆ
る
Ｃ
Ｂ
Ｄ
Ｒ
Ｒ
Ｃ
（C

om
m
on B

ut D
ifferentiated R

esponsibilities and 
R
espective C

apabilities

：
通
常
は
短
縮
し
て
Ｃ
Ｂ
Ｄ
Ｒ
と
呼
ば
れ
る
）
で
あ
り
、
先
進
国
、
途
上

国
の
差
異
化
の
根
拠
と
さ
れ
て
き
た
。
今
回
の
交
渉
の
最
大
の
争
点
は
条
約
上
の
原
則
で
あ
る
Ｃ
Ｂ
Ｄ

Ｒ
を
条
約
策
定
後
の
国
際
経
済
環
境
変
化
の
中
で
ど
の
よ
う
に
新
た
な
法
的
枠
組
み
に
反
映
さ
せ
て
い

く
か
に
あ
っ
た
。
従
来
の
Ｃ
Ｂ
Ｄ
Ｒ
Ｒ
Ｃ
に
「
各
国
の
異
な
る
状
況
に
照
ら
し
た
」
を
加
え
る
こ
と
に

よ
り
、
Ｃ
Ｂ
Ｄ
Ｒ
Ｒ
Ｃ
が
固
定
的
な
も
の
で
は
な
く
、
各
国
の
経
済
発
展
の
変
化
を
踏
ま
え
て
ダ
イ
ナ
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ミ
ッ
ク
に
解
釈
さ
れ
る
こ
と
を
含
意
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
表
現
は
リ
マ
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
20
で
合
意
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
今
回
、
新
た
な
法
的
枠
組
み
に
盛
り
込
ま
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
後
述
す
る
よ

う
に
パ
リ
条
約
に
は
附
属
書
Ⅰ
国
、
非
附
属
書
Ⅰ
国
と
い
う
表
現
で
は
な
く
、
先
進
締
約
国
、
開
発
途

上
締
約
国
と
い
う
、
よ
り
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
解
釈
が
可
能
な
主
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
併
せ
考

え
れ
ば
、
今
後
は
Ｃ
Ｂ
Ｄ
Ｒ
を
根
拠
に
１
９
９
２
年
当
時
の
先
進
国
、
途
上
国
分
類
に
基
づ
く
差
別
化

を
主
張
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
る
こ
と
を
含
意
し
て
い
る
。
Ｂ
Ｂ
Ｃ
は
「
Ｃ
Ｂ
Ｄ
Ｒ
Ｒ
Ｃ
Ｉ
Ｌ
Ｄ
Ｎ
Ｃ

が
合
意
を
導
き
出
し
た
」
と
報
じ
て
い
る
が
、
交
渉
官
は
今
後
の
交
渉
で
、
Ｃ
Ｂ
Ｄ
Ｒ
で
は
な
く
、
そ

の
３
倍
近
い
長
さ
の
舌
を
噛
み
そ
う
な
略
語
を
連
発
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

パ
リ
協
定
第
３
条
で
は
、
本
協
定
の
総
則
と
し
て
「
締
約
国
は
、
気
候
変
動
へ
の
世
界
的
な
対
応
へ

の
自
国
が
決
定
す
る
貢
献
（nationally determ

ined contribution

）
に
関
し
、
こ
の
協
定
の
目
的
達

成
の
た
め
、
第
４
条
（
緩
和
）、
第
７
条
（
適
応
）、
第
９
条
（
資
金
）、
第
10
条
（
技
術
）、
第
11
条

（
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
）
及
び
第
13
条
（
透
明
性
）
に
定
め
る
野
心
的
な
取
組
を
実
施
し
、
提

出
す
る
。
締
約
国
の
取
組
は
、
こ
の
協
定
を
実
効
的
に
実
施
す
る
た
め
に
開
発
途
上
締
約
国
を
支
援
す

る
必
要
性
を
認
識
し
つ
つ
、
長
期
的
に
前
進
を
示
す
（A

s nationally determ
ined contribution to 
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the global response to clim
ate change, all P

arties are to undertake and com
m
unicate 

am
bitious efforts as defined in A

rticles 4, 7, 9, 10, 11 and 13 w
ith the view

 to 
achieving the purpose of this A

greem
ent as set out in A

rticle 2. The efforts of all 
P
arties w

ill represent a progression over tim
e, w
hile recognizing the need to support 

developing country P
arties for the effective im

plem
entation of this A

greem
ent

）」
と
定

め
て
い
る
。

今
次
交
渉
を
通
じ
て
各
国
は
温
暖
化
防
止
に
対
す
る
貢
献
と
し
て
約
束
草
案（
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｃ
：Intended 

N
ationally D

eterm
ined C

ontribution

）
を
提
出
し
て
き
た
が
、
パ
リ
協
定
参
加
後
は
「
自
国
が
決

定
す
る
貢
献
（N

ationally D
eterm

ined C
ontribution

）」
と
し
て
そ
の
達
成
に
努
力
す
る
こ
と
に
な

る
（
以
後
、
簡
略
化
の
た
め
、「
Ｎ
Ｄ
Ｃ
」
と
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
）。
Ｃ
Ｏ
Ｐ
決
定
パ
ラ
22
で
は
「
批
准
、

加
入
、
承
認
書
の
寄
託
よ
り
も
前
に
最
初
の
Ｎ
Ｄ
Ｃ
を
提
出
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
パ
リ

協
定
参
加
前
に
約
束
草
案
を
提
出
し
た
締
約
国
に
つ
い
て
は
、
別
の
決
定
を
し
な
い
限
り
、
こ
の
要
請

を
満
た
し
た
も
の
と
み
な
す
」
と
規
定
さ
れ
て
お
り
、
日
本
の
よ
う
に
既
に
約
束
草
案
を
提
出
し
た
国

は
新
た
な
提
出
手
続
は
不
要
と
な
る
。
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緩
和

パ
リ
協
定
第
４
条
で
は
緩
和
（
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
・
抑
制
）
に
関
す
る
規
定
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

第
１
項
で
は
上
記
の
温
度
目
標
を
達
成
す
る
た
め
、「
開
発
途
上
締
約
国
の
ピ
ー
ク
ア
ウ
ト
に
は
よ
り

長
い
時
間
が
か
か
る
こ
と
を
認
識
し
つ
つ
、
で
き
る
だ
け
早
く
温
室
効
果
ガ
ス
の
ピ
ー
ク
ア
ウ
ト
を
目

指
し
」「
そ
の
後
、
迅
速
に
排
出
を
削
減
し
」「
今
世
紀
後
半
に
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
と
吸
収
の
バ
ラ

ン
ス
を
図
る
」
こ
と
と
さ
れ
た
。
交
渉
途
上
で
は
昨
年
の
エ
ル
マ
ウ
サ
ミ
ッ
ト
首
脳
声
明
に
盛
り
込
ま

れ
た
「
２
０
５
０
年
ま
で
に
２
０
１
０
年
比
40
─
70
％
の
高
い
方
の
削
減
を
目
指
す
」
と
の
全
球
削
減

目
標
も
検
討
さ
れ
た
が
、
中
国
、
イ
ン
ド
等
の
強
い
反
対
に
よ
っ
て
盛
り
込
ま
れ
な
か
っ
た
。
先
進
国

の
長
期
削
減
目
標
を
差
し
引
け
ば
自
動
的
に
途
上
国
全
体
の
長
期
削
減
目
標
に
も
つ
な
が
る
こ
と
を

嫌
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
２
０
０
９
年
の
主
要
経
済
国
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
Ｍ
Ｅ
Ｆ
）

に
お
け
る
構
図
と
全
く
変
わ
っ
て
い
な
い
。
温
度
目
標
を
排
出
削
減
目
標
に
「
翻
訳
」
す
る
た
め
に
は

産
業
革
命
以
降
の
温
室
効
果
ガ
ス
濃
度
が
倍
増
し
た
場
合
、
ど
の
程
度
の
温
度
上
昇
を
も
た
ら
す
か
と

い
う
気
候
感
度
を
決
め
る
必
要
が
あ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
ま
だ
多
く
の
不
確
実
性
が
あ
る
。
温

度
目
標
は
受
け
入
れ
ら
れ
る
が
、
排
出
削
減
目
標
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
と
い
う
の
は
そ
う
い
っ
た
背
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景
が
あ
る
。

第
２
項
で
は「
各
締
約
国
が
累
次
の
Ｎ
Ｄ
Ｃ
（
削
減
目
標
・
行
動
）を
作
成
、
提
出
、
維
持
す
る
。
ま

た
、
Ｎ
Ｄ
Ｃ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
国
内
措
置
を
と
る
（E

ach P
arty shall prepare, 

com
m
unicate and m

aintain successive nationally determ
ined contributions that it 

intends to achieve. P
arties shall pursue dom

estic m
itigation m

easures, w
ith the aim

 of 
achieving the objectives of such contributions

）」と
規
定
さ
れ
た
。
主
語
が
先
進
締
約
国
、
開

発
途
上
締
約
国
で
差
別
化
さ
れ
ず
、
全
て
の
締
約
国
が
緩
和
に
向
け
て
目
標
を
設
定
す
る
こ
と
が
法
的

拘
束
力
を
示
すshall

と
い
う
助
動
詞
で
義
務
付
け
ら
れ
た
こ
と
は
特
筆
大
書
し
て
よ
い
。
先
進
国
の

み
が
数
値
目
標
と
義
務
を
負
う
京
都
議
定
書
か
ら
の
非
常
に
大
き
な
転
換
で
あ
り
、
全
て
の
国
が
参
加

す
る
枠
組
み
の
根
幹
と
な
る
非
常
に
重
要
な
規
定
で
あ
る
。

第
３
項
で
は
、「
累
次
の
Ｎ
Ｄ
Ｃ
は
、
各
国
の
異
な
る
事
情
に
照
ら
し
た
そ
れ
ぞ
れ
共
通
に
有
し
て
い

る
が
差
異
の
あ
る
責
任
及
び
各
国
の
能
力
を
反
映
し
、
従
前
の
Ｎ
Ｄ
Ｃ
を
超
え
た
前
進
を
示
し
、
及
び

可
能
な
限
り
最
も
高
い
野
心
を
反
映
す
る
（E

ach P
arty's successive nationally determ

ined 
contribution w

ill represent a progression beyond the P
arty's then current nationally 
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determ
ined contribution and reflect its highest possible am

bition, reflecting its 
com
m
on but differentiated responsibilities and respective capabilities, in the light of 

different national circum
stances

）」
と
規
定
さ
れ
た
。

日
本
の
報
道
で
は
「
野
心
の
レ
ベ
ル
を
引
き
上
げ
ね
ば
な
ら
な
い
後
退
禁
止
条
項
」
と
も
呼
称
さ
れ

た
が
、
助
動
詞
は
法
的
拘
束
力
を
示
すshall

よ
り
も
ず
っ
と
弱
いw

ill

で
あ
り
、
い
わ
ば
努
力
目
標

と
い
っ
て
よ
い
。
交
渉
で
は
ま
さ
し
く
こ
の
助
動
詞
が
論
点
と
な
り
、
オ
プ
シ
ョ
ン
と
し
てshall

、 
should 

も
検
討
さ
れ
た
。
法
的
拘
束
力
を
持
た
せ
るshall

と
な
っ
た
場
合
、
各
国
の
提
出
し
た
Ｎ
Ｄ

Ｃ
が
事
実
上
の
下
限
値
と
し
て
法
的
拘
束
力
を
持
つ
こ
と
に
な
り
、
米
国
は
じ
め
多
く
の
国
に
と
っ
て

受
け
入
れ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
た
め
、
12
月
10
日
夜
に
出
さ
れ
た
第
二
次
テ
キ
ス
ト
で
は
、

ブ
ラ
ケ
ッ
ト
な
し
でshould

と
明
記
さ
れ
て
い
た
の
だ
が
、
そ
れ
で
も
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
と
し
た

意
見
が
多
か
っ
た
の
か
、
最
終
的
に
は
最
も
弱
いw

ill

で
決
着
し
た
。
今
後
、
こ
の
条
文
の
解
釈
・
運

用
に
当
た
っ
て
は
こ
う
し
た
交
渉
経
緯
を
念
頭
に
置
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

第
４
項
で
は
、「
先
進
締
約
国
は
、
全
経
済
に
わ
た
る
排
出
の
絶
対
量
の
削
減
目
標
を
と
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
引
き
続
き
先
頭
に
立
つ
べ
き
。
開
発
途
上
締
約
国
は
、
緩
和
努
力
を
高
め
る
こ
と
を
継
続
す
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べ
き
で
あ
り
、
各
国
の
異
な
る
事
情
に
照
ら
し
つ
つ
、
全
経
済
に
わ
た
る
排
出
の
削
減
又
は
抑
制
目
標

に
移
行
す
る
こ
と
を
奨
励
さ
れ
る
（D

eveloped country P
arties should continue taking the 

lead by undertaking econom
y-w
ide absolute em

ission reduction targets. D
eveloping 

country P
arties should continue enhancing their m

itigation efforts, and are 
encouraged to m

ove over tim
e tow

ards econom
y-w
ide em

ission reduction or lim
itation 

targets in the light of different national circum
stances

）」
と
規
定
さ
れ
た
。

こ
こ
で
特
筆
さ
れ
る
べ
き
は
、
パ
リ
協
定
を
通
じ
て
「
先
進
締
約
国
（developed country 

P
arties

）」
と
「
開
発
途
上
締
約
国
（developing country P

arties

）」
と
い
う
表
現
が
使
わ
れ
、
気

候
変
動
枠
組
条
約
や
京
都
議
定
書
の
よ
う
に
「
附
属
書
Ⅰ
国
」、「
非
附
属
書
Ⅰ
国
」
と
い
う
表
現
が
使

わ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
各
国
の
発
展
段
階
は
進
化
す
る
の
で
あ
り
、
１
９
９
２
年
の
気
候
変
動

枠
組
条
約
当
時
の
国
の
区
分
を
固
定
す
る
「
附
属
書
Ⅰ
国
」
と
い
う
用
語
を
使
わ
な
か
っ
た
こ
と
は
高

く
評
価
さ
れ
る
。
な
お
、
本
項
で
は
先
進
締
約
国
、
開
発
途
上
締
約
国
い
ず
れ
も
助
動
詞
はshould 

と
な
っ
て
い
る
が
、
フ
ラ
ン
ス
が
提
示
し
た
最
終
案
の
段
階
で
は
先
進
締
約
国
がshall

、
開
発
途
上

締
約
国
がshould 

と
使
い
分
け
さ
れ
て
い
た
。
最
終
案
配
布
後
に
開
催
さ
れ
た
パ
リ
委
員
会
で
は
、
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キ
ン
リ
ー
事
務
局
次
長
が
本
件
を
含
む
い
く
つ
か
の「
テ
ク
ニ
カ
ル
エ
ラ
ー
」を
早
口
で
読
み
上
げ
、
間

髪
を
容
れ
ず
フ
ァ
ビ
ウ
ス
議
長
が
「
今
事
務
局
か
ら
提
示
さ
れ
た
テ
ク
ニ
カ
ル
エ
ラ
ー
を
修
正
す
る
と

の
理
解
の
上
で
パ
リ
協
定
を
採
択
す
る
」
と
木
槌
を
下
ろ
し
た
。
し
か
しshall

とshould

で
は
法
的

拘
束
力
が
全
く
異
な
り
、
通
常
で
あ
れ
ば
「
テ
ク
ニ
カ
ル
エ
ラ
ー
」
で
片
づ
け
ら
れ
る
話
で
は
な
い
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ズ
で
は
会
議
開
催
前
に
米
国
の
ケ
リ
ー
国
務
長
官
が
「
こ
の
ま
ま
で
は
米
国
は

採
択
に
参
加
で
き
な
い
」
と
フ
ァ
ビ
ウ
ス
議
長
に
迫
り
、
修
正
さ
せ
た
と
い
う
内
輪
話
が
暴
露
さ
れ
て

い
る
。

第
８
項
で
は
、
全
て
の
締
約
国
は
Ｎ
Ｄ
Ｃ
の
提
出
に
当
た
っ
て
明
確
性
、
透
明
性
、
理
解
増
進
の
た

め
に
必
要
な
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
、
第
９
項
で
は
後
述
の
第
14
条
の
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
ト
ッ
ク
テ
ー
ク

の
結
果
を
踏
ま
え
、
５
年
ご
と
に
Ｎ
Ｄ
Ｃ
を
提
出
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
た
（
助
動
詞
は
い
ず
れ

もshall

）。
ま
た
Ｃ
Ｏ
Ｐ
決
定
パ
ラ
23
、
パ
ラ
24
で
は
２
０
２
５
年
目
標
の
国
は
２
０
２
０
年
ま
で
に
、

そ
の
後
は
５
年
ご
と
に
新
た
な
Ｎ
Ｄ
Ｃ
を
提
出
し
、
２
０
３
０
年
目
標
の
国
は
２
０
２
０
年
ま
で
に
、

そ
の
後
は
５
年
ご
と
に
そ
の
Ｎ
Ｄ
Ｃ
を
提
出
又
は
更
新
す
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
た
。
２
０
３
０
年
目
標

を
提
出
し
た
日
本
の
場
合
、
２
０
２
０
年
に
現
在
と
同
じ
目
標
を
提
出
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
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に
な
る
。
さ
ら
に
第
10
項
で
は
第
１
回
パ
リ
協
定
締
約
国
会
合
に
お
い
て
「
Ｎ
Ｄ
Ｃ
」
の
共
通
の
期
間

を
検
討
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
。
こ
れ
は
現
在
バ
ラ
つ
い
て
い
る
目
標
年
次
を
揃
え
て
い
こ
う
と
い

う
趣
旨
で
あ
る
。

第
12
項
で
は
締
約
国
の
提
出
し
た
Ｎ
Ｄ
Ｃ
は
条
約
事
務
局
が
管
理
す
る
公
的
な
登
録
簿
に
記
載
さ
れ

る
こ
と
が
規
定
さ
れ
た
。
京
都
議
定
書
の
よ
う
に
附
属
書
に
目
標
値
を
記
載
し
た
場
合
、
変
更
す
る
た

び
に
パ
リ
協
定
の
改
正
が
必
要
と
な
る
た
め
、
制
度
の
安
定
性
に
配
慮
し
た
措
置
で
あ
る
。

第
19
項
で
は
、「
全
て
の
締
約
国
は
各
国
の
異
な
る
事
情
に
照
ら
し
た
そ
れ
ぞ
れ
共
通
に
有
し
て
い
る

が
差
異
の
あ
る
責
任
及
び
各
国
の
能
力
を
考
慮
し
、
第
２
条
（
協
定
の
目
的
）
に
留
意
し
、
長
期
の
温

室
効
果
ガ
ス
低
排
出
発
展
戦
略
を
作
成
、
提
出
す
る
よ
う
努
め
る
べ
き
（should strive to

）」
と
規
定

さ
れ
た
。

市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム

今
回
の
交
渉
に
お
け
る
争
点
の
一
つ
は
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
認
め
る
か
否
か
で
あ
っ
た
。
日
本
を
含

め
多
く
の
国
々
は
何
ら
か
の
形
で
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
量
の
国
際
移
転
を
認
め
る
べ
き
と
の
主
張
を
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行
っ
て
お
り
、
バ
リ
行
動
計
画
以
来
、
ず
っ
と
議
論
が
行
わ
れ
て
き
た
が
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
、
ボ
リ
ビ
ア

の
よ
う
な
社
会
主
義
国
が
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
強
固
に
反
対
し
て
い
た
た
め
、
議
論
は
進
展
し
な
い
ま

ま
で
あ
っ
た
。

パ
リ
協
定
第
６
条
第
１
項
で
は
締
約
国
が
Ｎ
Ｄ
Ｃ
の
実
施
に
当
た
っ
て
自
主
的
な
協
力
を
選
ぶ
こ
と

が
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、
第
2
項
で
は
「
Ｎ
Ｄ
Ｃ
達
成
の
た
め
に
緩
和
成
果
の
国
際
的
移
転
を
含
む
自

主
的
な
協
力
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
行
う
場
合
、
…
…
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
含
む
環
境
十
全
性
と
透
明
性
を
確
保

し
、
ダ
ブ
ル
カ
ウ
ン
ト
の
防
止
を
含
む
強
固
な
ア
カ
ウ
ン
テ
ィ
ン
グ
を
適
用
す
る
」
と
規
定
さ
れ
た

（P
arties shall, w

here engaging on a voluntary basis in cooperative approaches that 
involve the use of internationally transferred m

itigation outcom
es tow

ards nationally 
determ

ined contributions

…ensure environm
ental integrity and transparency, including 

in governance, and shall apply robust accounting to ensure, inter alia, the avoidance 
of double counting

…
）。
ま
た
第
３
項
で
は
「
緩
和
成
果
の
国
際
移
転
は
自
主
的
な
も
の
で
あ
り
、

当
事
国
が
承
認
す
る
（The use of internationally transferred m

itigation outcom
es to 

achieve nationally determ
ined contributions under this A

greem
ent shall be voluntary 
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and authorized by participating P
arties

）」
と
規
定
さ
れ
た
。
こ
の
第
２
項
、
第
３
項
は
ま
さ
し

く
日
本
が
追
求
し
て
き
た
二
国
間
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
（
Ｊ
Ｃ
Ｍ
）
の
考
え
方
で
あ
り
、
日
本
に
と
っ
て

今
次
交
渉
の
大
き
な
成
果
と
い
っ
て
良
い
で
あ
ろ
う
。

第
６
条
第
４
項
〜
第
８
項
で
は
パ
リ
協
定
締
約
国
会
合
の
下
に
設
立
さ
れ
、
そ
の
監
督
を
受
け
る
新

た
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
も
規
定
さ
れ
て
い
る
。
第
４
項
〜
第
８
項
の
新
た
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
「
パ

リ
協
定
締
約
国
会
合
の
下
で
設
立
・
管
理
さ
れ
る
」
と
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
併
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、

前
者
が
パ
リ
協
定
締
約
国
会
合
の
管
理
下
に
な
い
こ
と
が
確
保
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
が
、
注
意
す
べ

き
は
第
２
項
、
第
３
項
に
基
づ
く
緩
和
成
果
の
国
際
移
転
が
パ
リ
協
定
締
約
国
会
合
の
採
択
す
る
ガ
イ

ダ
ン
ス
と
整
合
的
（consistent w

ith guidance adopted by the C
onference of the P

arties 
serving as the m

eeting of the P
arties to the P

aris A
greem

ent

）
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
、

ガ
イ
ダ
ン
ス
は
今
後
検
討
さ
れ
る
こ
と
だ
。
パ
リ
協
定
の
下
に
設
立
さ
れ
る
新
た
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
ル

ー
ル
、
手
続
に
つ
い
て
も
今
後
パ
リ
協
定
締
約
国
会
合
に
お
い
て
定
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
当
事
国

間
で
弾
力
的
・
機
能
的
に
運
用
す
べ
き
第
２
項
、
第
３
項
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
国
連
管
理
型
の
第
４
項

〜
第
８
項
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
ル
ー
ル
、
手
続
の
コ
ピ
ー
に
な
る
こ
と
は
厳
に
避
け
る
べ
き
だ
。
か
つ
て
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京
都
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
制
度
設
計
に
関
与
し
た
経
験
に
照
ら
せ
ば
、
国
連
で
策
定
す
る
ル
ー
ル
や
手
続
は

ど
う
し
て
も
制
限
的
、
官
僚
的
な
も
の
に
な
る
。
第
２
項
、
第
３
項
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
が
過
度
に
制
限
的

な
も
の
と
な
り
、
二
国
間
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
の
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
柔
軟
性
、
機
動
性
を
損
な
う
こ
と
の

な
い
よ
う
、
今
後
心
し
て
交
渉
せ
ね
ば
な
る
ま
い
。

ロ
ス
＆
ダ
メ
ー
ジ

温
暖
化
に
伴
う
ロ
ス
＆
ダ
メ
ー
ジ
に
関
す
る
規
定
は
温
度
目
標
と
並
ん
で
島
嶼
国
が
強
く
主
張
し
て

い
た
点
で
あ
る
が
、
先
進
国
は
気
候
変
動
枠
組
条
約
に
な
い
新
た
な
概
念
が
盛
り
込
ま
れ
、
先
進
国
の

法
的
責
任
（liability

）
や
補
償
（com

pensation

）
に
つ
な
が
る
こ
と
を
強
く
警
戒
し
、
あ
く
ま
で

既
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
存
在
す
る
適
応
の
一
環
と
し
て
取
り
組
む
こ
と
を
主
張
し
て
き
た
。
特
に
訴
訟
大

国
の
米
国
は
、
パ
リ
協
定
に
基
づ
く
訴
え
が
頻
発
す
る
よ
う
な
事
態
に
な
れ
ば
国
内
世
論
が
硬
化
す
る

の
は
間
違
い
な
い
と
見
て
、
極
め
て
こ
の
問
題
に
神
経
質
に
な
っ
て
い
た
。

パ
リ
協
定
で
は
適
応
（
第
７
条
）
と
は
別
途
の
条
文
（
第
８
条
）
で
ロ
ス
＆
ダ
メ
ー
ジ
を
規
定
し
、
島

嶼
国
の
要
求
を
一
部
盛
り
込
む
こ
と
と
な
っ
た
。
た
だ
し
、
そ
の
文
言
は
「
気
候
変
動
の
悪
影
響
に
伴
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う
ロ
ス
や
ダ
メ
ー
ジ
を
回
避
し
、
最
小
化
し
、
取
り
組
む
こ
と
の
重
要
性
を
認
識
す
る
」（
第
１
項
）、

「
気
候
変
動
の
イ
ン
パ
ク
ト
に
伴
う
ロ
ス
＆
ダ
メ
ー
ジ
の
た
め
の
ワ
ル
シ
ャ
ワ
国
際
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
パ

リ
協
定
締
約
国
会
合
の
下
に
置
か
れ
、
締
約
国
会
合
の
決
定
に
基
づ
き
強
化
さ
れ
る
」（
第
２
項
）、「
締

約
国
は
ワ
ル
シ
ャ
ワ
国
際
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
通
じ
、
協
力
的
、
促
進
的
に
ロ
ス
＆
ダ
メ
ー
ジ
に
関
す
る
理

解
、
行
動
、
支
援
を
強
化
す
る
」（
第
３
項
）と
い
う
穏
当
な
も
の
と
な
っ
た
。
ま
た
第
８
条
に
関
す
る

Ｃ
Ｏ
Ｐ
決
定
パ
ラ
52
で
は
「
パ
リ
協
定
第
８
条
は
責
任
や
賠
償
の
根
拠
と
は
な
ら
な
い
（A

grees that 
A
rticle 8 of the A

greem
ent does not involve or provide a basis for any liability or 

com
pensation

）」
と
明
記
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
ロ
ス
＆
ダ
メ
ー
ジ
で
は
島
嶼
国
の
主
張
を
形
式
的
に
は
盛
り
込
み
つ
つ
、
実
質
的
に
は

先
進
国
の
懸
念
を
払
拭
す
る
も
の
と
な
っ
た
。
温
度
目
標
が
島
嶼
国
の
主
張
を
容
れ
て
強
化
さ
れ
た
こ

と
と
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
あ
っ
た
と
解
釈
で
き
よ
う
。

資
金
援
助

資
金
援
助
（
第
９
条
）
は
今
次
交
渉
に
お
い
て
透
明
性
（
第
13
条
）
と
並
ん
で
最
も
交
渉
が
難
航
し
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た
部
分
で
あ
る
。
ほ
と
ん
ど
の
途
上
国
に
と
っ
て
交
渉
に
参
加
し
て
い
る
動
機
は
先
進
国
か
ら
の
支
援

の
上
積
み
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
も
当
然
で
あ
ろ
う
。

交
渉
の
大
き
な
争
点
の
一
つ
は
資
金
援
助
の
出
し
手
を
従
来
の
よ
う
な
先
進
国
オ
ン
リ
ー
か
ら
中
国

等
、
能
力
の
あ
る
途
上
国
に
も
拡
大
で
き
る
か
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
資
金
援
助
の
主
体
を

先
進
締
約
国
及
び
「
そ
の
（
資
金
援
助
の
）
立
場
に
あ
る
他
の
締
約
国
（in a position to do so

）」、

「
そ
の
能
力
の
あ
る
（w

ith the capacity to do so

）」、「
そ
の
意
思
の
あ
る
（w

illing to do so

）」

等
が
オ
プ
シ
ョ
ン
と
さ
れ
て
い
た
が
、
パ
リ
協
定
最
終
案
の
一
つ
前
の
議
長
テ
キ
ス
ト
で
は
「
他
の
締

約
国
は
自
主
的
か
つ
補
完
的
な
形
で
資
金
供
与
す
る
か
も
し
れ
な
い
（O

ther P
arties m

ay, on a 
voluntary and com

plem
entary basis, provide

�
）」
と
い
う
途
上
国
に
大
幅
に
譲
っ
た
表
現
と

な
っ
て
い
た
。

パ
リ
協
定
第
９
条
第
１
項
で
は
「
先
進
締
約
国
は
、
条
約
に
基
づ
く
既
存
の
義
務
の
継
続
と
し
て
、

緩
和
と
適
応
に
関
連
し
て
、
開
発
途
上
締
約
国
を
支
援
す
る
資
金
を
提
供
す
る（D

eveloped country 
P
arties shall provide financial resources to assist developing country P

arties w
ith 

respect to both m
itigation and adaptation in continuation of their existing obligations 
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under the C
onvention

）」
と
さ
れ
、
第
２
項
で
は
「
他
の
締
約
国
は
、
自
主
的
な
資
金
の
提
供
又
は

そ
の
支
援
の
継
続
を
奨
励
さ
れ
る
（O

ther P
arties are encouraged to provide or continue to 

provide such support voluntarily

）」
と
さ
れ
た
。「
支
援
す
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
い
う
直
近
の
議

長
テ
キ
ス
ト
に
比
べ
て「
支
援
す
る
こ
と
を
奨
励
さ
れ
る
」と
い
う
、
よ
り
前
向
き
な
表
現
と
な
り
、
先

進
国
の
主
張
が
一
部
取
り
入
れ
ら
れ
た
形
と
な
っ
た
。

第
３
項
で
は
「
世
界
的
な
努
力
の
一
環
と
し
て
、
先
進
締
約
国
は
、
公
的
資
金
の
重
要
な
役
割
に
留

意
し
つ
つ
、
広
範
な
資
金
源
、
手
段
、
経
路
か
ら
の
、
国
の
戦
略
の
支
援
を
含
め
た
様
々
な
活
動
を
通

じ
、
開
発
途
上
締
約
国
の
必
要
性
及
び
優
先
事
項
を
考
慮
し
た
、
気
候
資
金
の
動
員
を
引
き
続
き
率
先

す
べ
き
。
気
候
資
金
の
動
員
は
、
従
前
の
努
力
を
超
え
た
前
進
を
示
す
べ
き
（developed country 

P
arties should continue to take the lead in m

obilizing clim
ate finance from

 a w
ide 

variety of sources, instrum
ents and channels, noting the significant role of public 

funds

…Such m
obilization of clim

ate finance should represent a progression beyond 
previous efforts

）」
と
規
定
さ
れ
た
。
第
１
項
の
助
動
詞
がshall

で
あ
る
の
に
対
し
、
第
３
項
の
助

動
詞
はshould 

で
あ
り
、
米
国
を
中
心
と
す
る
先
進
国
の
懸
念
を
踏
ま
え
、
公
的
資
金
を
中
核
と
す
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る
こ
と
や
資
金
動
員
の
増
額
が
法
的
義
務
と
な
ら
な
い
よ
う
な
表
現
ぶ
り
と
な
っ
て
い
る
。

カ
ン
ク
ン
合
意
で
は
２
０
２
０
年
ま
で
に
先
進
国
か
ら
途
上
国
に
対
し
、
年
間
１
０
０
０
億
ド
ル
の

資
金
援
助
を
行
う
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
た
が
、
今
次
交
渉
で
は
条
約
本
体
に
新
た
な
数
値
目
標
を
書

き
込
む
か
ど
う
か
も
大
き
な
争
点
で
あ
っ
た
。
激
し
い
交
渉
の
末
、
協
定
本
体
で
は
な
く
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
決

定
パ
ラ
54
に
「
先
進
締
約
国
は
開
発
途
上
締
約
国
の
意
味
の
あ
る
緩
和
行
動
と
透
明
性
の
コ
ン
テ
ク
ス

ト
の
下
で
既
存
の
資
金
動
員
目
標
（
注
：
年
間
１
０
０
０
億
ド
ル
を
指
す
）
を
２
０
２
５
年
ま
で
継
続

す
る
意
向
で
あ
り
、
２
０
２
５
年
に
先
立
っ
て
パ
リ
協
定
締
約
国
会
合
は
１
０
０
０
億
ド
ル
を
下
限
と

し
て
新
た
な
数
値
目
標
を
定
め
る
（A

lso decides that

…developed countries intend to 
continue their existing collective m

obilization goal through 2025 in the context of 
m
eaningful m

itigation actions and transparency on im
plem

entation; prior to 2025 the 
C
onference of the P

arties serving as the m
eeting of the P

arties to the P
aris 

A
greem

ent shall set a new
 collective quantified goal from

 a floor of U
S
D
 100 billion 

per year

）」
と
い
う
文
言
が
入
っ
た
。
協
定
本
体
か
ら
法
的
拘
束
力
の
な
い
Ｃ
Ｏ
Ｐ
決
定
に
落
と
す
こ

と
に
よ
り
先
進
国
の
懸
念
に
対
応
し
た
形
で
あ
る
。
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数
値
目
標
が
Ｃ
Ｏ
Ｐ
決
定
に
落
と
さ
れ
た
と
は
い
え
、
先
進
締
約
国
は
開
発
途
上
締
約
国
に
対
す
る

公
的
資
金
の
移
転
を
含
め
、
資
金
援
助
に
関
す
る
量
的
、
質
的
報
告
を
２
年
に
一
度
行
う
こ
と
を
義
務

付
け
ら
れ（
第
５
項
）、
公
的
介
入
を
伴
う
資
金
援
助
に
関
す
る
透
明
性
の
あ
る
情
報
を
２
年
に
一
度
提

供
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
る（
第
７
項
）。
ま
た
第
14
条
の
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
ト
ッ
ク
テ
ー
ク
の
際
に

も
先
進
締
約
国
に
よ
る
資
金
援
助
の
情
報
が
考
慮
さ
れ
る（
第
６
項
）。
先
進
国
に
対
し
て
間
断
な
く
途

上
国
へ
の
資
金
援
助
に
つ
い
て
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
か
か
る
形
と
な
っ
て
お
り
、
途
上
国
の
主
張
が
相

当
部
分
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
換
言
す
れ
ば
こ
の
部
分
な
く
し
て
途
上
国
の
同
意
を
得
る
こ
と
は
不

可
能
で
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

技
術
開
発
・
移
転

パ
リ
協
定
第
10
条
は
技
術
開
発
・
移
転
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。
こ
の
部
分
で
の
最
大
の
論
点
は

知
的
財
産
権
の
扱
い
で
あ
っ
た
。
特
に
イ
ン
ド
が
知
的
財
産
権
を
技
術
移
転
の
バ
リ
ア
と
み
な
し
、
エ

イ
ズ
特
効
薬
と
同
様
に
環
境
に
優
し
い
技
術
の
知
的
財
産
権
の
強
制
許
諾
や
知
的
財
産
権
に
守
ら
れ
た

技
術
獲
得
に
対
す
る
資
金
援
助
を
強
く
求
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
知
的
財
産
権
は
技
術
開
発
の
基
礎
イ
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ン
フ
ラ
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
り
、
多
大
な
リ
ス
ク
と
コ
ス
ト
を
か
け
た
知
的
財
産
権
が
強
制
許
諾

の
対
象
と
な
っ
た
の
で
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
阻
害
す
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。
こ
の
た
め
先
進
国

は
一
体
と
な
っ
て
イ
ン
ド
の
主
張
に
反
対
し
て
き
た
。

幸
い
な
こ
と
に
技
術
交
渉
グ
ル
ー
プ
の
調
整
努
力
に
よ
り
、
パ
リ
協
定
か
ら
は
知
的
財
産
権
に
関
す

る
言
及
は
一
切
な
く
な
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
火
種
が
皆
無
で
は
な
い
。
第
10
条
第
４
項
で
は
技
術
開
発
・

移
転
を
推
進
す
る
技
術
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
横
断
的
な
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
与
え
る
目
的
で
「
技
術
フ
レ
ー
ム
ワ

ー
ク
」
を
設
置
す
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
た
。
Ｃ
Ｏ
Ｐ
決
定
パ
ラ
68
で
は
、
今
年
５
月
の
補
助
機
関
会
合

（
Ｓ
Ｂ
Ｓ
Ｔ
Ａ
）で
技
術
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
詳
細
の
検
討
を
開
始
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
が
、
技
術

フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
目
的
の
一
つ
と
し
て
、「
社
会
面
、
環
境
面
で
健
全
な
技
術
の
開
発
・
移
転
を
可
能

に
す
る
よ
う
な
環
境
整
備
と
障
壁
へ
の
取
組
を
強
化
す
る
（The enhancem

ent of enabling 
environm

ents for and the addressing of barriers to the developm
ent and transfer of 

socially and environm
entally sound technologies

）」
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
「
障
壁
」

の
中
で
知
的
財
産
権
の
問
題
が
蒸
し
返
さ
れ
る
恐
れ
も
あ
る
。
し
か
し
「
障
壁
」
と
い
う
の
は
い
ろ
い

ろ
な
も
の
を
含
み
得
る
概
念
で
あ
り
、
先
進
国
の
目
か
ら
見
れ
ば
、
途
上
国
の
投
資
環
境
の
悪
さ
や
知
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的
財
産
権
制
度
の
未
整
備
等
も
立
派
な
「
障
壁
」
で
あ
り
、
双
方
向
の
議
論
が
可
能
だ
。

ま
た
パ
リ
協
定
第
10
条
第
５
項
に
は
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
加
速
、
促
進
は
長
期
的
な
気
候
変
動
へ

の
対
応
や
経
済
成
長
の
促
進
、
持
続
可
能
な
発
展
に
と
っ
て
重
要
。
そ
う
し
た
努
力
は
研
究
開
発
の
協

力
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
対
す
る
技
術
メ
カ
ニ
ズ
ム
、
資
金
メ
カ
ニ
ズ
ム
や
特
に
技
術
サ
イ
ク
ル
の
早
期
段

階
に
対
す
る
開
発
途
上
締
約
国
の
ア
ク
セ
ス
の
容
易
化
を
通
じ
て
支
援
さ
れ
る
（A

ccelerating, 
encouraging and enabling innovation is critical for an effective, long-term

 global 
response to clim

ate change and prom
oting econom

ic grow
th and sustainable 

developm
ent. S

uch effort shall be, as appropriate, supported, including by the 
Technology M

echanism
 and, through financial m

eans, by the Financial M
echanism

 of 
the C

onvention, for collaborative approaches to research and developm
ent, and 

facilitating access to technology, in particular for early stages of the technology 
cycle, to developing country P

arties
）」
と
い
う
文
言
が
入
っ
た
。
こ
れ
は
気
候
変
動
問
題
の
究

極
的
な
解
決
の
た
め
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性
を
明
記
し
た
も
の
で
あ
り
、
高
く
評
価
さ
れ
る
。

こ
れ
ま
で
の
交
渉
に
お
い
て
も
技
術
分
野
は
資
金
や
緩
和
分
野
に
比
し
て
現
実
的
な
議
論
が
な
さ
れ
る
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傾
向
が
強
か
っ
た
。
相
対
的
に
技
術
に
知
見
を
有
す
る
者
が
交
渉
を
担
当
し
、
と
か
く
先
進
国
と
の
対

立
軸
か
ら
議
論
を
ス
タ
ー
ト
す
る
途
上
国
の
職
業
交
渉
官
の
関
与
が
少
な
い
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。

透
明
性

緩
和
目
標
の
実
施
状
況
に
関
す
る
情
報
提
供
、
レ
ビ
ュ
ー
（
こ
れ
を
総
称
し
て
「
透
明
性
」
と
呼
ん

で
い
る
）
は
今
回
の
交
渉
の
中
で
先
進
国
が
最
も
重
視
し
た
イ
シ
ュ
ー
の
一
つ
で
あ
る
。
新
た
な
枠
組

み
が
目
標
値
を
義
務
付
け
る
も
の
で
は
な
く
、
目
標
の
策
定
、
登
録
、
レ
ビ
ュ
ー
と
い
っ
た
プ
ロ
セ
ス

を
義
務
付
け
る
も
の
と
な
る
中
で
、
枠
組
み
の
実
効
性
を
確
保
す
る
た
め
に
は
各
国
が
自
国
の
出
し
た

目
標
達
成
に
向
け
て
努
力
し
て
い
る
こ
と
が
「
見
え
る
化
」
し
て
い
る
こ
と
が
重
要
だ
か
ら
だ
。

今
次
交
渉
に
お
け
る
透
明
性
を
め
ぐ
る
交
渉
で
は
、
ま
ず
、
そ
の
ス
コ
ー
プ
が
議
論
と
な
っ
た
。
先

進
国
は
透
明
性
の
下
で
途
上
国
の
緩
和
行
動
の
進
捗
状
況
を
き
ち
ん
と
フ
ォ
ロ
ー
す
る
こ
と
を
重
視
し

て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
途
上
国
は
「
自
分
た
ち
の
緩
和
行
動
の
成
否
は
先
進
国
か
ら
の
支
援
次
第
で

あ
る
。
緩
和
行
動
の
進
捗
状
況
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
た
め
の
支
援
の
状
況
も
チ
ェ
ッ
ク
す

べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
論
理
に
基
づ
き
、
透
明
性
の
ス
コ
ー
プ
を
緩
和
の
み
な
ら
ず
、
途
上
国
の
緩
和
、
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適
応
に
対
す
る
支
援
（
資
金
、
技
術
、
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
）
も
対
象
と
す
べ
き
で
あ
る
と

主
張
し
て
き
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
交
渉
終
盤
頃
に
は
先
進
国
が
妥
協
し
、
透
明
性
の
ス
コ
ー
プ

に
支
援
も
加
わ
る
こ
と
が
既
定
方
針
と
な
っ
て
い
た
。

最
後
ま
で
も
め
た
の
が
透
明
性
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
先
進
国
と
途
上
国
の
差
異
化
を
ど
こ
ま
で
認

め
る
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
直
近
の
議
長
テ
キ
ス
ト
で
は
Ｎ
Ｄ
Ｃ
の
実
施
状
況
に
関
す
る
レ
ビ
ュ
ー
が

全
て
の
締
約
国
に
等
し
く
適
用
さ
れ
る
オ
プ
シ
ョ
ン
１
と
、
先
進
国
は
「
強
固
な
レ
ビ
ュ
ー
と
国
際
的

な
評
価
プ
ロ
セ
ス
を
受
け
、
遵
守
に
関
わ
る
結
論
に
つ
な
げ
る（robust technical review

 process 
follow

ed by a m
ultilateral assessm

ent process, and result in a conclusion w
ith 

consequences for com
pliance

）」
一
方
、
途
上
国
の
提
供
し
た
情
報
に
つ
い
て
は
「
内
政
干
渉
的

で
な
く
、
懲
罰
的
で
な
く
、
国
家
主
権
を
尊
重
し
、
先
進
締
約
国
か
ら
の
支
援
に
応
じ
た
形
で
、
技
術

的
な
分
析
を
受
け
、
国
際
的
な
場
で
意
見
交
換
を
行
い
、
サ
マ
リ
ー
を
作
成
す
る
（technical 

analysis process follow
ed by a m

ultilateral facilitative sharing of view
s, result in a 

sum
m
ary report, in a m

anner that is nonintrusive, non-punitive and respectful of 
national sovereignty, according to the level of support received from

 developed 
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country P
arties

）」と
い
う
オ
プ
シ
ョ
ン
２
が
併
記
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
露
骨
な
先
進
国
・
途
上
国

二
分
論
で
あ
り
、
先
進
国
に
と
っ
て
受
け
入
れ
ら
れ
る
も
の
で
は
全
く
な
か
っ
た
。

以
上
の
背
景
を
念
頭
に
パ
リ
協
定
の
透
明
性
に
関
す
る
規
定
を
見
て
い
こ
う
。

第
13
条
第
１
項
で
は
、「
相
互
の
信
頼
を
構
築
し
実
効
的
な
実
施
を
促
進
す
る
た
め
、
締
約
国
の
異
な

る
能
力
を
考
慮
し
全
体
の
経
験
に
基
づ
く
柔
軟
性
が
組
み
込
ま
れ
た
、
行
動
及
び
支
援
の
強
化
さ
れ
た

透
明
性
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
設
け
る
（In order to build m

utual trust and confidence and to 
prom

ote effective im
plem

entation, an enhanced transparency fram
ew
ork for action 

and support, w
ith built-in flexibility w

hich takes into account P
arties' different 

capacities and builds upon collective experience is hereby established

）」
と
規
定
さ
れ

た
。
上
述
の
と
お
り
、
透
明
性
の
対
象
は
行
動
（
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
、
抑
制
）
と
途
上
国
の
緩
和
、

適
応
へ
の
支
援
の
双
方
と
な
っ
た
。

第
２
項
で
は
透
明
性
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
「
能
力
に
照
ら
し
柔
軟
性
を
必
要
と

す
る
開
発
途
上
締
約
国
に
は
、
透
明
性
の
枠
組
み
の
柔
軟
な
運
用
を
認
め
る
」
と
さ
れ
た
。
ま
た
本
条

を
引
用
し
た
Ｃ
Ｏ
Ｐ
決
定
パ
ラ
90
で
は
「
開
発
途
上
国
に
対
し
透
明
性
の
ス
コ
ー
プ
、
頻
度
、
報
告
の
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詳
細
度
、
レ
ビ
ュ
ー
の
ス
コ
ー
プ
の
面
で
柔
軟
性
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
各
国
訪
問
審
査
に
つ
い

て
は
選
択
を
認
め
る
。
こ
う
し
た
柔
軟
性
は
透
明
性
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
モ
ダ
リ
テ
ィ
、
手
続
、
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
策
定
に
反
映
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
（developing countries shall be provided 

flexibility in the im
plem

entation of the provisions of that A
rticle, including in the 

scope, frequency and level of detail in reporting, and in the scope of review
, and that 

the scope of review
 could provide for in-country review

s to be optim
al, w

hile such 
flexibilities shall be reflected in the developm

ent of m
odalities, procedures and 

guidelines referred to in paragraph 92 below

）」
と
規
定
さ
れ
た
。

第
３
項
で
は
透
明
性
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
「
協
力
的
、
内
政
不
干
渉
的
、
非
懲

罰
的
で
国
家
主
権
を
尊
重
し
、
締
約
国
に
無
用
の
負
担
を
与
え
な
い
（in a facilitative, non-

intrusive, non-punitive m
anner, respectful of national sovereignty, and avoid placing 

undue burden on P
arties

）」
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
表
現
は
冒
頭
に
掲
げ
た
直
近
の
議
長
テ

キ
ス
ト
で
は
開
発
途
上
締
約
国
の
透
明
性
に
の
み
適
用
さ
れ
て
い
た
も
の
が
、
先
進
締
約
国
、
開
発
途

上
締
約
国
全
体
に
か
か
る
こ
と
と
な
っ
た
。
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第
５
項
で
は
行
動
（action

）
の
透
明
性
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
目
的
を
「
グ
ッ
ド
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
、
プ

ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
、
ニ
ー
ズ
と
ギ
ャ
ッ
プ
を
含
め
、
パ
リ
協
定
第
２
条
に
規
定
す
る
気
候
変
動
枠
組
条
約

の
目
的
に
照
ら
し
た
行
動
に
関
す
る
明
確
な
理
解
を
提
供
し
、
各
国
の
Ｎ
Ｄ
Ｃ
と
適
応
行
動
の
進
捗
状

況
を
フ
ォ
ロ
ー
し
、
第
14
条
の
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
ト
ッ
ク
テ
ー
ク
へ
の
イ
ン
プ
ッ
ト
と
す
る
こ
と
」
と
規

定
し
て
い
る
。

第
６
項
で
は
支
援
（support

）
の
透
明
性
の
目
的
を
「
第
４
条
（
緩
和
）、
第
７
条
（
適
応
）、
第
９

条
（
資
金
）、
第
10
条
（
技
術
）、
第
11
条
（
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
）
に
お
い
て
各
国
が
提
供

し
、
受
領
し
た
支
援
を
明
確
化
し
、
全
体
と
し
て
の
資
金
援
助
額
を
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
ト
ッ
ク
テ
ー
ク
へ

の
イ
ン
プ
ッ
ト
と
す
る
」
と
規
定
し
て
い
る
。

第
７
項
で
は
各
国
が
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
と
吸
収
量
の
イ
ン
ベ
ン
ト
リ
ー
と
、
Ｎ
Ｄ
Ｃ
の
進
捗
状

況
把
握
に
必
要
な
情
報
を
提
供
す
る
と
さ
れ
た
。
第
９
項
で
は
「
先
進
締
約
国
は
、
開
発
途
上
締
約
国

に
提
供
さ
れ
た
資
金
、
技
術
移
転
及
び
能
力
開
発
の
支
援
に
関
す
る
情
報
を
提
供
す
る
。
ま
た
、
支
援

を
提
供
す
る
他
の
締
約
国
は
、
当
該
情
報
を
提
供
す
べ
き
」
と
規
定
さ
れ
、
第
10
項
で
は
「
開
発
途
上

締
約
国
は
必
要
と
す
る
支
援
と
供
与
さ
れ
た
支
援
の
情
報
を
提
供
す
べ
き
」
と
さ
れ
た
。
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第
11
項
は
冒
頭
に
紹
介
し
た
レ
ビ
ュ
ー
に
関
す
る
部
分
で
あ
り
、「
第
７
項
、
第
９
項
に
基
づ
い
て
提

出
さ
れ
た
情
報
は
、
技
術
専
門
家
に
よ
る
レ
ビ
ュ
ー
を
受
け
る
。
開
発
途
上
締
約
国
で
あ
っ
て
そ
の
能

力
に
照
ら
し
て
支
援
が
必
要
な
国
に
お
い
て
は
、
専
門
家
に
よ
る
検
討
に
は
、
能
力
開
発
の
必
要
性
の

特
定
の
支
援
が
含
ま
れ
る
。
各
締
約
国
は
、
第
９
条
（
資
金
）
に
基
づ
く
努
力
に
関
す
る
進
捗
及
び
Ｎ

Ｄ
Ｃ
の
実
施
と
達
成
に
つ
い
て
、
促
進
的
か
つ
多
国
間
の
検
討
に
参
加
す
る
」
と
規
定
さ
れ
た
。
第
12

項
で
は
「
技
術
専
門
家
レ
ビ
ュ
ー
は
各
国
の
支
援
の
提
供
、
Ｎ
Ｄ
Ｃ
の
実
施
・
達
成
状
況
を
内
容
と
す

る
。
レ
ビ
ュ
ー
は
第
13
項
に
規
定
す
る
透
明
性
に
関
す
る
モ
ダ
リ
テ
ィ
、
手
続
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
の

整
合
性
の
レ
ビ
ュ
ー
を
含
め
、
各
国
の
改
善
す
べ
き
点
を
示
す
。
レ
ビ
ュ
ー
に
お
い
て
は
途
上
国
の
能

力
や
状
況
に
特
に
注
意
を
払
う
」
と
さ
れ
て
い
る
。
行
動
と
支
援
の
透
明
性
に
関
す
る
共
通
の
モ
ダ
リ

テ
ィ
、
手
続
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
第
１
回
パ
リ
協
定
締
約
国
会
合
で
採
択
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

第
14
項
、
第
15
項
で
は
透
明
性
の
実
施
に
必
要
な
支
援
を
途
上
国
に
提
供
す
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
た
。

以
上
、
透
明
性
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
条
文
全
体
を
眺
め
て
み
る
と
、
緩
和
の
み
な
ら
ず
支
援
も
報
告
、

レ
ビ
ュ
ー
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
直
近
の
議
長
案
の
よ
う
な
先
進
国
と
途
上
国
の
露
骨
な
二
分

論
は
影
を
潜
め
、
先
進
国
、
途
上
国
が
一
つ
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
参
加
す
る
形
式
は
と
り
つ
つ
も
、
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そ
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
「
こ
れ
で
も
か
」
と
い
う
ほ
ど
の
途
上
国
配
慮
の
「
芽
」
が
埋
め
込
ま
れ
て

お
り
、
途
上
国
の
主
張
を
相
当
程
度
盛
り
込
ん
だ
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
透
明
性
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
に

関
す
る
実
施
細
則
は
第
１
回
パ
リ
協
定
締
約
国
会
合
で
採
択
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、「
悪
魔
は
詳
細
に

宿
る
」
で
あ
る
。
透
明
性
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
も
っ
ぱ
ら
先
進
国
の
緩
和
努
力
や
支
援
実
績
、
予
定
に

偏
重
し
た
も
の
に
な
る
こ
と
、
特
に
緩
和
努
力
が
期
待
さ
れ
る
大
排
出
途
上
国
に
と
っ
て
「
大
甘
」
の

も
の
と
な
り
、
地
球
全
体
の
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
に
向
け
た
枠
組
み
の
実
効
性
を
損
な
う
こ
と
は
厳
に

避
け
ね
ば
な
ら
な
い
。
透
明
性
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
実
施
細
則
は
今
回
設
置
が
決
ま
っ
た
パ
リ
協
定
特

別
作
業
部
会
の
検
討
を
経
て
、
第
１
回
パ
リ
協
定
締
約
国
会
合
へ
の
送
付
を
念
頭
に
２
０
１
８
年
の
Ｃ

Ｏ
Ｐ
24
で
検
討
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
透
明
性
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
実
効
あ
る
も
の
と
す
る
た
め
の
勝

負
は
こ
れ
か
ら
で
あ
ろ
う
。

グ
ロ
ー
バ
ル
ス
ト
ッ
ク
テ
ー
ク

パ
リ
協
定
に
は
、
各
国
の
行
動
が
全
体
と
し
て
パ
リ
協
定
の
目
的
及
び
長
期
目
標
の
達
成
に
向
か
っ

て
い
る
か
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
た
め
の
枠
組
み
と
し
て
、
第
14
条
に
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
ト
ッ
ク
テ
ー
ク
の
メ
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カ
ニ
ズ
ム
が
盛
り
込
ま
れ
た
。
第
１
項
で
は
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
ト
ッ
ク
テ
ー
ク
は
緩
和
、
適
応
、
支
援
を

含
め
た
包
括
的
か
つ
促
進
的
な
も
の
で
あ
る
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
先
進
国
、
途
上
国
の
温
室
効
果
ガ

ス
削
減
・
抑
制
に
向
け
た
取
組
の
全
体
的
な
進
捗
状
況
の
み
な
ら
ず
、
途
上
国
へ
の
支
援
に
つ
い
て
も

グ
ロ
ー
バ
ル
ス
ト
ッ
ク
テ
ー
ク
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
特
徴
だ
。
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
ト
ッ
ク
テ

ー
ク
は
２
０
２
３
年
か
ら
開
始
さ
れ
、
以
後
５
年
ご
と
に
行
わ
れ（
第
２
項
）、
そ
の
結
果
は
各
国
が
行

動
、
支
援
を
更
新
、
拡
充
す
る
際
の
参
考
と
さ
れ
る（
第
３
項
）。
な
お
、
そ
の
予
行
演
習
と
も
い
う
べ

き
各
国
の
努
力
の
総
計
に
つ
い
て
の「
対
話
」が
２
０
１
８
年
に
行
わ
れ
る
こ
と
も
決
ま
っ
て
い
る（
Ｃ

Ｏ
Ｐ
決
定
パ
ラ
20
）。

パ
リ
協
定
は
各
国
が
Ｎ
Ｄ
Ｃ
を
持
ち
寄
り
、
そ
の
実
施
状
況
を
レ
ビ
ュ
ー
す
る
と
い
う
ボ
ト
ム
ア
ッ

プ
の
プ
レ
ッ
ジ
＆
レ
ビ
ュ
ー
の
枠
組
み
を
基
本
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
ト
ッ
ク
テ
ー
ク

の
規
定
に
よ
り
、
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
設
定
さ
れ
た
長
期
目
標
（
第
２
条
の
温
度
目
標
、
第
４
条
第
１
項

の
早
期
の
ピ
ー
ク
ア
ウ
ト
、
今
世
紀
後
半
の
排
出
と
吸
収
の
バ
ラ
ン
ス
等
）
と
の
整
合
性
を
チ
ェ
ッ
ク

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
換
言
す
れ
ば
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
と
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
で
あ
る
と

も
い
え
る
。
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発
効
要
件

パ
リ
協
定
の
発
効
要
件
は
第
21
条
第
１
項
に
お
い
て
「
世
界
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
総
量
の
少
な
く

と
も
55
％
と
見
積
も
ら
れ
る
少
な
く
と
も
55
カ
国
の
締
約
国
が
批
准
書
（ratification

）、
受
託
書

（acceptance
）、
承
認
書
（approval

）
も
し
く
は
加
入
書
（accession

）
を
寄
託
し
た
日
の
後
、
30

日
目
の
日
に
効
力
を
生
ず
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。
京
都
議
定
書
に
お
け
る
発
効
要
件
「
附
属
書
Ⅰ
の
締

約
国
の
１
９
９
０
年
に
お
け
る
二
酸
化
炭
素
排
出
総
量
の
少
な
く
と
も
55
％
を
占
め
る
附
属
書
Ⅰ
の
締

約
国
を
含
む
55
カ
国
以
上
の
条
約
の
締
約
国
が
批
准
書
、
受
託
書
、
承
認
書
又
は
加
入
書
を
寄
託
し
た

日
の
後
90
日
目
の
日
に
効
力
を
生
ず
」
の
考
え
方
を
踏
襲
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
先
進
国
、
途
上
国
が

共
に
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
に
取
り
組
む
本
協
定
で
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
カ
バ
レ
ッ
ジ
要
件
が
附
属
書

Ⅰ
国
か
ら
世
界
全
体
に
広
げ
ら
れ
た
。
先
進
国
に
比
し
て
途
上
国
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
デ
ー
タ
整

備
が
遅
れ
て
い
る
た
め
、
第
２
項
で
は
「
第
１
項
の
目
的
に
限
定
し
、『
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
総
量
』
と

は
条
約
採
択
の
日
も
し
く
は
そ
れ
以
前
に
締
約
国
か
ら
条
約
事
務
局
に
提
出
さ
れ
た
最
新
の
量
を
意
味

す
る
」
と
し
、
各
国
の
デ
ー
タ
年
の
バ
ラ
つ
き
を
許
容
す
る
こ
と
と
し
た
。

発
効
要
件
に
つ
い
て
は
、
国
数
と
併
せ
、
温
室
効
果
ガ
ス
カ
バ
レ
ッ
ジ
も
要
件
と
す
る
案
が
ブ
ラ

55 パリ合意の概要



ケ
ッ
ト
の
形
で
残
っ
て
い
た
が
、
直
近
の
議
長
案
で
は
、
55
カ
国
が
批
准
、
受
託
、
承
認
、
加
入
す
れ

ば
発
効
す
る
と
い
う
案
に
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
は
少
な
い
が
、
国
数
だ
け

は
多
い
ア
フ
リ
カ
諸
国
や
低
開
発
国
が
批
准
す
れ
ば
す
ぐ
に
発
効
す
る
こ
と
を
意
味
し
、
世
界
全
体
の

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
と
い
う
目
的
に
照
ら
せ
ば
実
効
性
に
大
き
な
疑
問
符
が
つ
く
。
こ
の
た
め
、

丸
川
環
境
大
臣
は
全
体
会
合
で
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
カ
バ
レ
ッ
ジ
も
発
効
要
件
に
加
え
る
べ
き
と

主
張
し
、
最
終
案
に
お
い
て
そ
れ
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

た
だ
し
、
発
効
要
件
の
55
％
は
全
て
の
主
要
排
出
国
の
参
加
を
確
保
す
る
も
の
と
は
い
え
な
い
。
世

界
第
１
位
、
第
２
位
の
排
出
国
で
あ
る
中
国
、
米
国
が
両
方
参
加
し
な
け
れ
ば
発
効
し
な
い
も
の
と
す

る
た
め
に
は
温
室
効
果
ガ
ス
カ
バ
レ
ッ
ジ
要
件
を
80
％
程
度
ま
で
引
き
上
げ
ね
ば
な
ら
な
い
か
ら
だ
。

米
中
の
温
室
効
果
ガ
ス
カ
バ
レ
ッ
ジ
は
合
計
で
４
割
弱
で
あ
る
た
め
、
55
％
と
い
う
要
件
で
は
米
国
、

中
国
の
い
ず
れ
か
一
方
、
さ
ら
に
は
両
方
が
参
加
し
な
く
て
も
計
算
上
は
発
効
可
能
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
京
都
議
定
書
の
発
効
要
件
55
％
も
米
国
が
批
准
し
な
く
て
も
発
効
す
る
よ
う
な
設
計
と
な
っ
て
い

た
こ
と
を
想
起
さ
せ
る
。

な
お
、
パ
リ
協
定
の
発
効
時
期
に
つ
い
て
は
、
ダ
ー
バ
ン
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
上
、「in order to 
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adopt this protocol, another legal instrum
ent or an agreed outcom

e w
ith legal force at 

the C
O
P
21 and for it to com

e into effect and be im
plem

ented from
 2020

」
と
あ
り
、

２
０
２
０
年
か
ら
の
発
効
が
想
定
さ
れ
て
い
る
が
、
パ
リ
協
定
上
、
上
記
の
発
効
要
件
を
満
た
せ
ば
、

２
０
２
０
年
以
前
の
発
効
も
可
能
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
パ
リ
協
定
の
根
幹
と
な
る
透
明
性
フ
レ
ー
ム

ワ
ー
ク
の
実
施
細
則
が
２
０
１
８
年
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
24
で
検
討
さ
れ
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
実
際
に
協
定

が
動
き
出
す
の
は
そ
の
後
と
考
え
る
こ
と
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

そ
の
他

今
回
の
交
渉
で
は
京
都
議
定
書
第
二
約
束
期
間
が
焦
点
と
な
っ
た
Ｃ
Ｏ
Ｐ
16
の
よ
う
に
日
本
が
突
出

す
る
局
面
は
な
か
っ
た
が
、
一
部
マ
ス
コ
ミ
で
は
日
本
に
よ
る
高
効
率
石
炭
火
力
発
電
技
術
の
輸
出
が

問
題
視
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
の
報
道
も
あ
っ
た
。
10
日
夜
に
出
さ
れ
た
議
長
テ
キ
ス
ト
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ

決
定
パ
ラ
62
に
は
「
締
約
国
に
対
し
、
高
排
出
投
資
へ
の
国
際
支
援
を
減
少
さ
せ
る
よ
う
求
め
る

（U
rges P

arties to reduce international support for high-em
ission investm

ents

）」と
の
文

言
が
含
ま
れ
て
い
た
の
も
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
に
先
立
つ
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
輸
出
信
用
会
合
に
お
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い
て
、
高
効
率
石
炭
火
力
技
術
の
輸
出
に
つ
い
て
は
引
き
続
き
支
援
対
象
と
す
る
こ
と
が
合
意
さ
れ
て

お
り
、
そ
も
そ
も
上
記
の
文
言
は
高
効
率
石
炭
火
力
を
想
定
し
た
も
の
で
は
な
い
。
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
中

に
は
本
パ
ラ
グ
ラ
フ
を
「
日
本
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
だ
」
と
説
明
し
た
団
体
も
あ
っ
た
と
い
う
が
、
全
く

の
見
当
違
い
で
あ
る
。
し
か
も
最
終
的
に
合
意
さ
れ
た
Ｃ
Ｏ
Ｐ
決
定
で
は
本
パ
ラ
グ
ラ
フ
自
体
が
削
除

さ
れ
た
。
お
そ
ら
く
経
済
発
展
の
た
め
に
石
炭
火
力
技
術
を
今
後
と
も
必
要
と
す
る
イ
ン
ド
等
の
途
上

国
の
強
い
反
対
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
期
間
中
に
イ
ン
ド
産
業
連
盟
と
意
見
交
換
を

す
る
機
会
が
あ
っ
た
が
、
彼
ら
は
「
イ
ン
ド
の
経
済
発
展
に
と
っ
て
石
炭
は
不
可
欠
で
あ
り
、
イ
ン
ド

の
経
済
発
展
は
後
に
続
く
途
上
国
に
と
っ
て
も
重
要
。
石
炭
を
使
う
な
と
い
う
の
で
は
な
く
、
石
炭
を

効
率
的
に
使
え
と
い
う
べ
き
だ
」
と
明
言
し
て
い
た
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
経
済
の
実
態
を
無
視
し
た
環
境

原
理
主
義
的
な
議
論
に
辟
易
し
て
い
た
筆
者
に
と
っ
て
は
胸
に
ス
ト
ン
と
落
ち
る
議
論
で
あ
っ
た
。
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⒋ 
パ
リ
協
定
を
ど
う
評
価
す
る
か

以
上
の
パ
リ
協
定
を
ど
う
評
価
す
る
か
。
激
し
い
交
渉
の
結
果
、
成
立
し
た
合
意
で
あ
り
、
様
々
な

立
場
か
ら
様
々
な
評
価
が
可
能
で
あ
ろ
う
が
、
ポ
ス
ト
２
０
１
３
年
交
渉
に
関
与
し
て
き
た
立
場
か
ら
、

私
見
を
述
べ
て
み
た
い
。

全
て
の
国
が
参
加
す
る
枠
組
み
の
成
立

何
よ
り
も
ま
ず
、
一
部
の
先
進
国
の
み
が
義
務
を
負
う
京
都
議
定
書
に
代
わ
り
、
全
て
の
国
が
温
室

効
果
ガ
ス
排
出
削
減
、
抑
制
に
取
り
組
む
枠
組
み
が
出
来
上
が
っ
た
こ
と
は
歴
史
的
意
義
が
あ
る
と
い

う
こ
と
を
特
筆
大
書
し
た
い
。
こ
れ
は
京
都
議
定
書
以
降
の
国
際
交
渉
に
お
い
て
日
本
が
一
貫
し
て
主

張
し
て
き
た
方
向
性
で
あ
っ
た
。
京
都
議
定
書
第
一
約
束
期
間
後
の
ポ
ス
ト
２
０
１
３
年
枠
組
み
交
渉

に
お
い
て
は
京
都
議
定
書
第
二
約
束
期
間
が
検
討
途
上
に
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
全
て
の
国
が
参
加
す

る
法
的
枠
組
み
は
実
現
せ
ず
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
決
定
で
あ
る
カ
ン
ク
ン
合
意
に
と
ど
ま
っ
た
。
パ
リ
協
定
は
カ

ン
ク
ン
合
意
を
発
展
さ
せ
、
法
的
枠
組
み
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
日
本
が
長
く
追
求
し
て
き
た
目
的
が
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よ
う
や
く
実
現
し
た
こ
と
に
な
る
。
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
、
カ
ン
ク
ン
の
交
渉
を
経
験
し
た
筆
者
と
し
て

深
い
感
慨
を
覚
え
る
。

ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
型
の
プ
レ
ッ
ジ
＆
レ
ビ
ュ
ー

パ
リ
協
定
の
中
核
を
な
す
の
は
、
先
進
国
、
途
上
国
が
約
束
草
案
を
持
ち
寄
り
、
そ
の
進
捗
状
況
を

報
告
し
、
専
門
家
に
よ
る
レ
ビ
ュ
ー
を
受
け
る
と
い
う
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
の
プ
レ
ッ
ジ
＆
レ
ビ
ュ
ー
の
枠

組
み
で
あ
る
。
こ
の
一
連
の
手
続
が
法
的
拘
束
力
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
一
方
、
目
標
値
の
達
成
自
体

は
法
的
義
務
と
は
な
っ
て
い
な
い
。
目
標
達
成
が
法
的
義
務
に
な
っ
て
い
な
い
こ
と
を
も
っ
て
、
パ
リ

協
定
の
実
効
性
に
疑
問
を
呈
す
る
論
者
も
い
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
米
国
、
新
興
国
の
参
加
を
得
る
た

め
に
は
こ
の
方
式
が
唯
一
の
解
で
あ
る
こ
と
は
自
明
で
あ
っ
た
。
目
標
達
成
を
法
的
義
務
化
す
れ
ば
、

制
度
そ
の
も
の
は
堅
牢
な
も
の
と
な
っ
て
も
、
米
国
や
新
興
国
の
参
加
の
得
ら
れ
な
い
実
効
性
の
乏
し

い
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
。
ま
た
目
標
値
を
法
的
義
務
に
す
れ
ば
、
各
国
は
未
達
成
時
の
遵
守
規
定
の

適
用
を
避
け
る
た
め
、
必
然
的
に
「
堅
め
の
」
目
標
を
登
録
す
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

か
つ
て
英E

conom
ist

誌
は
「strong w

eak agreem
ent is better than w

eak strong 
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agreem
ent

」
と
述
べ
た
。
堅
牢
だ
が
参
加
国
が
限
ら
れ
、
実
効
性
の
弱
い
合
意
よ
り
も
、
枠
組
み
自

体
は
柔
軟
で
も
全
て
の
国
が
参
加
し
、
実
効
性
の
高
い
合
意
の
方
が
良
い
と
の
意
味
で
あ
る
。
京
都
議

定
書
型
の
枠
組
み
と
プ
レ
ッ
ジ
＆
レ
ビ
ュ
ー
の
枠
組
み
の
関
係
は
ま
さ
に
そ
れ
に
一
致
す
る
。
日
本
は

既
に
気
候
変
動
枠
組
条
約
交
渉
時
か
ら
プ
レ
ッ
ジ
＆
レ
ビ
ュ
ー
の
枠
組
み
を
提
唱
し
て
き
た
。
し
か
し

そ
の
後
の
国
際
交
渉
の
流
れ
は
先
進
国
の
み
に
目
標
達
成
を
義
務
付
け
る
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
型
の
京
都
議

定
書
に
向
か
っ
た
。
パ
リ
協
定
は
、
堅
牢
だ
が
主
要
排
出
国
の
参
加
を
欠
き
、
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
に

ほ
と
ん
ど
効
果
が
な
か
っ
た
京
都
議
定
書
の
反
省
の
上
に
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
り
、「
思
え
ば
長
い
回
り

道
を
し
て
き
た
」
と
の
感
を
禁
じ
得
な
い
。

全
体
と
し
て
は
や
や
途
上
国
寄
り

こ
の
よ
う
に
パ
リ
協
定
は
温
暖
化
交
渉
の
歴
史
上
、
大
き
な
意
義
を
有
し
て
い
る
が
、
先
進
国
の
み

が
義
務
を
負
う
京
都
議
定
書
体
制
か
ら
途
上
国
を
含
む
全
員
参
加
型
の
体
制
に
移
行
す
る
た
め
に
は
、

い
ろ
い
ろ
な
代
償
を
払
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
も
事
実
で
あ
る
。
資
金
に
つ
い
て
の
規
定
は
金
額
こ

そ
条
約
本
文
に
書
き
込
ま
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、
多
く
の
面
で
途
上
国
の
主
張
を
受
け
入
れ
る
も
の
と
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な
っ
た
。
ま
た
資
金
と
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ィ
ー
ル
と
な
っ
た
透
明
性
の
規
定
に
つ
い
て
も
、
先
進
国
と

途
上
国
を
手
続
上
切
り
分
け
ず
、「
一
つ
の
強
化
さ
れ
た
透
明
性
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
（an enhanced 

transparency fram
ew
ork

）」に
参
加
す
る
形
と
し
つ
つ
も
、
個
々
の
条
文
の
中
で
は
途
上
国
配
慮
が

随
所
に
盛
り
込
ま
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
透
明
性
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
対
象
に
は
緩
和
の
み
な
ら

ず
途
上
国
支
援
も
含
ま
れ
、
５
年
に
一
度
の
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
ト
ッ
ク
テ
ー
ク
の
対
象
に
も
途
上
国
支
援

が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
今
後
の
レ
ビ
ュ
ー
や
ス
ト
ッ
ク
テ
ー
ク
の
た
び
に
先
進
国
は
途

上
国
か
ら
請
求
書
を
突
き
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
途
上
国
は
「
自
ら
の
緩
和
行
動
が
予
定
通
り
進

ま
な
い
の
は
先
進
国
か
ら
の
支
援
が
足
り
な
い
か
ら
だ
」
と
い
う
主
張
を
展
開
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

パ
リ
協
定
に
お
い
て
緩
和
努
力
の
主
体
が
先
進
国
か
ら
全
て
の
国
に
広
が
っ
た
こ
と
は
大
き
な
成
果
で

あ
る
一
方
、
途
上
国
も
そ
の
代
償
を
確
保
し
、
全
体
を
バ
ラ
ン
ス
し
て
見
れ
ば
や
や
途
上
国
寄
り
の
決

着
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
12
月
15
日
付
の
イ
ン
ドH

indu

紙
が
「
イ
ン
ド
は
先
進
国
と
途
上
国
の
差
異

化
を
守
る
の
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。
差
異
化
は
合
意
の
各
所
に
埋
め
込
ま
れ
て
い
る
」
と
評
価

し
て
い
る
の
は
そ
の
証
左
で
あ
ろ
う
。
逆
に
い
え
ば
、
こ
れ
く
ら
い
の
代
償
を
払
わ
な
け
れ
ば
パ
リ
協

定
に
合
意
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
途
上
国
は
是
が
非
で
も
合
意
を
得
た
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い
議
長
国
フ
ラ
ン
ス
や
、
オ
バ
マ
大
統
領
の
レ
ガ
シ
ー
を
残
し
た
い
米
国
の
弱
み
を
利
用
し
た
と
も
い

え
る
。

非
現
実
的
な
温
度
目
標
は
将
来
の
火
種
に

世
界
の
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
島
嶼
国
は
１
・
５
℃
安
定
化
が
努
力
目
標
と
し
て
温
度
目
標
に
書
き
込
ま
れ

た
こ
と
、
こ
の
た
め
今
世
紀
後
半
に
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
と
吸
収
量
の
バ
ラ
ン
ス
を
図
る
こ
と
が
緩

和
の
長
期
目
標
に
盛
り
込
ま
れ
た
こ
と
を
パ
リ
協
定
最
大
の
成
果
と
し
て
喧
伝
し
て
い
る
。
筆
者
は
こ

の
点
が
パ
リ
協
定
最
大
の
問
題
点
で
あ
る
と
考
え
る
。

そ
も
そ
も
２
℃
目
標
の
実
現
可
能
性
は
極
め
て
低
い
も
の
で
あ
っ
た
。
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
第
５
次
評
価
報
告

書
に
お
い
て
は
、
２
℃
目
標
に
相
当
す
る
と
さ
れ
る
４
５
０
ppm
シ
ナ
リ
オ
を
達
成
す
る
た
め
に
は

２
１
０
０
年
ま
で
温
室
効
果
ガ
ス
を
１
０
０
％
近
く
削
減
す
る
こ
と
が
必
要
と
分
析
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
た
め
に
は
発
電
部
門
に
お
い
て
バ
イ
オ
マ
ス
Ｃ
Ｃ
Ｓ
を
大
量
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
現
在
の
発
電
部

門
の
排
出
量
を
そ
の
ま
ま
マ
イ
ナ
ス
に
し
た
よ
う
な
規
模
の
マ
イ
ナ
ス
排
出
に
す
る
と
い
う
、
お
よ
そ

実
現
性
に
疑
問
符
の
つ
く
ビ
ジ
ョ
ン
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
近
年
の
Ｉ
Ｅ
Ａ
の
世
界
エ
ネ
ル
ギ
ー
展
望
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（W
orld E

nergy O
utlook

）は
４
５
０
ppm
シ
ナ
リ
オ
を
毎
回
提
示
し
て
い
る
が
、
途
上
国
を
中
心
と
す

る
足
元
の
温
室
効
果
ガ
ス
拡
大
に
よ
り
、
４
５
０
ppm
シ
ナ
リ
オ
の
実
現
可
能
性
は
年
々
低
下
し
て
お
り
、

そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
お
よ
そ
現
実
味
に
乏
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
、
投
資
規
模
を
描
か

ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。
２
℃
目
標
で
す
ら
こ
の
有
様
で
あ
る
か
ら
、
１
・
５
℃
あ
る
い
は

３
５
０
ppm
シ
ナ
リ
オ
と
な
れ
ば
「
推
し
て
知
る
べ
し
」
で
あ
ろ
う
。

温
暖
化
防
止
の
た
め
に
志
を
高
く
持
つ
こ
と
は
良
い
。
し
か
し
実
現
可
能
性
を
顧
慮
せ
ず
、
ひ
た
す

ら
野
心
的
な
目
標
に
こ
だ
わ
る
の
は
こ
の
プ
ロ
セ
ス
の
通
弊
で
あ
る
。
一
般
に
政
治
家
は
長
期
の
温
度

目
標
を
安
易
に
設
定
す
る
傾
向
が
強
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
既
存
の
温
度
目
標
の
実
現
可
能
性

が
厳
し
い
中
で
さ
ら
に
厳
し
い
温
度
目
標
を
設
定
す
る
と
い
う
の
は
、
戦
時
中
、「
精
神
力
で
Ｂ
29
を
撃

墜
す
る
」
と
い
っ
た
陸
軍
の
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
に
も
似
た
精
神
論
で
あ
り
、
結
局
の
と
こ
ろ
枠
組
み
自

体
の
ク
レ
デ
ィ
ビ
リ
テ
ィ
を
下
げ
る
だ
け
で
は
な
い
か
。

温
度
目
標
が
大
き
な
方
向
性
を
示
す
努
力
目
標
と
い
う
な
ら
ば
ま
だ
わ
か
る
。
し
か
し
パ
リ
協
定
で

は
５
年
ご
と
の
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
ト
ッ
ク
テ
ー
ク
と
い
う
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
通
じ
て
１
・
５
〜
２
℃
目
標
や

今
世
紀
後
半
の
排
出
・
吸
収
バ
ラ
ン
ス
目
標
と
、
各
国
の
緩
和
努
力
、
緩
和
目
標
の
合
計
と
が
比
較
さ
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れ
、
そ
れ
が
各
国
の
Ｎ
Ｄ
Ｃ
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ
る
と
の
設
計
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ト
ッ
プ
ダ
ウ

ン
の
目
標
を
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
の
レ
ビ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
と
融
合
さ
せ
よ
う
と
い
う
試
み
と
も
い
え
る
。

こ
れ
は
枠
組
み
と
し
て
は
首
尾
一
貫
し
て
い
る
。
問
題
は
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
目
標
と
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ

の
積
み
上
げ
は
永
遠
に
交
わ
ら
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
だ
。
昨
年
10
月
末
、
条
約
事
務
局
は
各
国
の

約
束
草
案
の
合
計
値
と
２
℃
目
標
に
必
要
な
排
出
削
減
パ
ス
を
比
較
し
て
２
０
３
０
年
時
点
で

１
５
０
億
ト
ン
も
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
と
い
う
分
析
を
提
示
し
た
。
２
０
１
８
年
に
は
Ｃ
Ｏ
Ｐ
決
定
パ

ラ
21
に
基
づ
き
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
が
１
・
５
℃
達
成
に
必
要
な
排
出
削
減
パ
ス
の
特
別
レ
ポ
ー
ト
を
提
示
す
る

が
、
ギ
ャ
ッ
プ
の
幅
は
１
５
０
億
ト
ン
を
大
幅
に
上
回
る
こ
と
は
確
実
だ
。
も
と
よ
り
、
２
℃
、
１
・
５	

℃
目
標
を
排
出
削
減
パ
ス
に
「
翻
訳
」
す
る
に
当
た
っ
て
、
気
候
感
度
（
産
業
革
命
以
降
の
温
室
効
果

ガ
ス
濃
度
が
倍
増
し
た
場
合
の
温
度
上
昇
幅
）
の
不
確
実
性
が
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
こ

の
点
に
つ
い
て
は
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
で
も
意
見
が
収
斂
し
て
お
ら
ず
、
１
・
５
〜
４
・
５
℃
ま
で
幅
が
あ
る
。
Ｉ

Ｐ
Ｃ
Ｃ
に
お
け
る
さ
ら
な
る
科
学
的
知
見
の
蓄
積
を
促
進
す
る
と
共
に
、
ギ
ャ
ッ
プ
論
に
対
し
て
は
気

候
感
度
の
不
確
実
性
を
指
摘
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

そ
れ
で
は
各
国
は
そ
の
膨
大
な
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
た
め
に
皆
で
負
担
を
分
担
し
て
約
束
草
案
を
引
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き
上
げ
る
だ
ろ
う
か
？　

筆
者
の
答
え
は
「
ノ
ー
」
で
あ
る
。
野
心
の
レ
ベ
ル
が
徐
々
に
引
き
上
げ
ら

れ
た
と
し
て
も
そ
の
合
計
値
が
１
・
５
℃
目
標
は
お
ろ
か
２
℃
目
標
に
も
達
す
る
と
は
思
え
な
い
。

１
５
０
億
ト
ン
と
い
う
ギ
ャ
ッ
プ
は
２
０
１
０
年
時
点
の
中
国
全
体
の
排
出
量
の
１
・
５
倍
に
相
当
す

る
と
ん
で
も
な
い
量
な
の
だ
。

そ
も
そ
も
各
国
の
政
策
は
温
暖
化
対
策
だ
け
で
動
い
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
各
国
は
そ
の
時
々
の

経
済
情
勢
、
雇
用
情
勢
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
情
勢
等
を
総
合
勘
案
し
て
約
束
草
案
を
策
定
し
て
い
る
。
そ
の

実
施
状
況
を
レ
ビ
ュ
ー
す
る
が
、
約
束
達
成
そ
の
も
の
は
法
的
義
務
と
は
し
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
ボ
ト

ム
ア
ッ
プ
の
プ
レ
ッ
ジ
＆
レ
ビ
ュ
ー
は
現
実
的
な
枠
組
み
と
し
て
全
て
の
国
の
参
加
を
得
る
こ
と
が
で

き
た
の
で
あ
る
。「
１
・
５
℃
や
２
℃
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
は
各
国
の
目
標
を
○
割
上
乗
せ
す
る
こ

と
が
必
要
」
と
条
約
事
務
局
に
強
要
さ
れ
る
よ
う
で
は
、
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
の
プ
レ
ッ
ジ
＆
レ
ビ
ュ
ー
の

意
味
を
な
さ
な
く
な
る
。
２
℃
目
標
の
時
も
ギ
ガ
ト
ン
ギ
ャ
ッ
プ
論
は
存
在
し
た
が
、
こ
う
し
た
ト
ッ

プ
ダ
ウ
ン
の
負
担
分
担
論
が
何
の
結
論
に
も
つ
な
が
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
こ
れ
ま
で
の
交
渉
経
緯
か
ら

も
明
ら
か
で
あ
る
。

要
す
る
に
パ
リ
協
定
で
は
非
現
実
的
な
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
温
度
目
標
と
、
現
実
的
な
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
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の
プ
レ
ッ
ジ
＆
レ
ビ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
が
併
存
し
た
枠
組
み
な
の
で
あ
る
。
両
者
の
間
に
は
埋
め
難
い

ギ
ャ
ッ
プ
が
存
在
し
続
け
、
各
国
の
約
束
レ
ベ
ル
の
引
き
上
げ
で
そ
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
ら
れ
る
と
考

え
る
の
は
幻
想
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
は
ど
う
す
れ
ば
良
い
の
か
。
答
え
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
か
あ
り

得
な
い
。
上
述
の
よ
う
に
パ
リ
協
定
の
中
で
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性
が
明
記
さ
れ
た
こ
と
は
大
き

な
成
果
だ
。
他
方
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
国
連
交
渉
の
場
か
ら
は
決
し
て
生
ま
れ
て
こ
な
い
こ
と
も
肝

に
銘
ず
る
べ
き
だ
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
力
を
有
す
る
国
の
官
民
の
努
力
お
よ
び
有
志
国
に
よ
る
国
際
連

携
に
よ
っ
て
初
め
て
可
能
と
な
る
。
ゆ
め
ゆ
め
職
業
交
渉
官
に
よ
る
官
僚
的
な
「
国
連
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
の
創
設
等
に
リ
ソ
ー
ス
を
費
や
す
べ
き
で
は
な
い
。

国
連
プ
ロ
セ
ス
が
非
現
実
的
な
温
度
目
標
を
設
定
し
た
こ
と
は
、
逆
説
的
で
は
あ
る
が
国
連
プ
ロ
セ

ス
で
は
温
暖
化
問
題
は
解
決
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
結
果
に
終
わ
る
で
あ
ろ
う
。

米
国
の
動
向
を
注
視
す
べ
き

既
述
の
と
お
り
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
で
は
米
国
の
積
極
姿
勢
が
目
立
っ
た
が
、
そ
れ
が
そ
の
ま
ま
米
国
の
参

加
リ
ス
ク
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
中
の
サ
イ
ド
イ
ベ
ン
ト
で
米
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国
商
工
会
議
所
21
世
紀
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
所
の
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
ユ
ー
ル
副
所
長
よ
り
「
米
国
の
約
束

草
案
策
定
に
当
た
っ
て
産
業
界
は
全
く
相
談
を
受
け
て
い
な
い
。
２
０
０
５
年
比
26
─
28
％
と
い
う
米

国
の
目
標
の
う
ち
４
割
に
つ
い
て
は
根
拠
不
明
な
も
の
だ
」
と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
た
。
も
と
も
と
オ
バ

マ
大
統
領
の
温
暖
化
対
策
に
批
判
的
で
あ
っ
た
議
会
共
和
党
は
パ
リ
協
定
に
も
極
め
て
批
判
的
で
あ
り
、

マ
ッ
コ
ネ
ル
共
和
党
上
院
院
内
総
務
は
「
い
か
な
る
気
候
変
動
国
際
協
定
も
議
会
の
承
認
な
し
に
は
通

さ
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。
も
と
よ
り
オ
バ
マ
政
権
は
こ
う
し
た
議
会
の
姿
勢
を
十
分
承
知
の
上
で
議

会
の
承
認
を
要
さ
な
い
ぎ
り
ぎ
り
の
ラ
イ
ン
で
合
意
を
ま
と
め
て
い
る
の
で
、
２
０
１
６
年
中
の
早
い

段
階
で
行
政
協
定
と
し
て
パ
リ
協
定
を
承
認
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
問
題
は
オ
バ
マ
政
権
が
レ
ガ

シ
ー
を
賭
け
て
種
々
の
妥
協
の
末
に
取
り
付
け
た
合
意
が
、
国
内
で
支
持
さ
れ
る
の
か
ど
う
か
だ
。
オ

バ
マ
政
権
の
温
暖
化
対
策
の
目
玉
と
も
い
う
べ
き
ク
リ
ー
ン
パ
ワ
ー
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
も
多
く
の
訴
訟

が
提
起
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
来
年
に
誕
生
す
る
米
国
新
政
権
が
パ
リ
協
定
及
び
パ
リ
協
定
に
向
け
て

米
国
が
提
出
し
た
目
標
を
き
ち
ん
と
実
施
す
る
の
か
も
見
極
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
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⒌ 
日
本
の
対
応

最
後
に
日
本
の
と
る
べ
き
対
応
に
つ
い
て
何
点
か
述
べ
た
い
。

建
設
的
な
プ
レ
ッ
ジ
＆
レ
ビ
ュ
ー
実
現
に
貢
献
を

パ
リ
協
定
の
中
核
と
な
る
プ
レ
ッ
ジ
＆
レ
ビ
ュ
ー
は
日
本
が
経
団
連
自
主
行
動
計
画
や
低
炭
素
社
会

実
行
計
画
を
通
じ
て
経
験
を
蓄
積
し
て
き
た
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
。
パ
リ
協
定
に
基
づ
く
プ
レ
ッ
ジ
＆
レ

ビ
ュ
ー
は
こ
れ
か
ら
詳
細
を
詰
め
る
こ
と
と
な
る
が
、
そ
れ
を
生
か
す
も
殺
す
も
協
定
第
13
条
第
11
項

に
規
定
さ
れ
る
促
進
的
な
多
国
間
の
検
討
が
協
力
的
、
建
設
的
な
雰
囲
気
の
下
で
行
わ
れ
る
か
否
か
に

か
か
っ
て
い
る
。
お
互
い
の
ア
ラ
探
し
や
非
難
の
応
酬
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
「
仏
つ
く
っ
て
魂

入
れ
ず
」
に
な
る
。
筆
者
が
経
験
し
た
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
や
Ｉ
Ｅ
Ａ
の
ピ
ア
レ
ビ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
は
被
審
査
国

の
政
策
に
対
す
る
照
会
や
コ
メ
ン
ト
は
あ
っ
て
も
決
し
て
指
弾
的
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
日
本
が
経

験
し
て
き
た
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
も
同
様
で
あ
る
。
日
本
は
今
後
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
策
定
や
プ
レ
ッ
ジ

＆
レ
ビ
ュ
ー
の
実
施
の
際
に
協
力
的
、
促
進
的
な
プ
ロ
セ
ス
の
実
現
に
向
け
て
最
大
限
の
貢
献
を
す
る
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べ
き
で
あ
る
。

技
術
開
発
で
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を

パ
リ
協
定
に
は
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
目
標
と
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
の
プ
ロ
セ
ス
の
不
整
合
が
内
包
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
の
は
国
連
プ
ロ
セ
ス
で
は
な
く
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
か
な
い
と
い
う
点

は
既
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
こ
そ
日
本
が
世
界
に
貢
献
す
べ
き
分
野
で
あ
る
。
今
回
、

安
倍
総
理
は
Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
冒
頭
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
の
策
定
を
表
明
し
た
。
米

仏
を
中
心
に
、
５
年
間
で
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
Ｒ
＆
Ｄ
予
算
倍
増
を
目
指
す
有
志
国
政
府
と
、
同

分
野
へ
の
投
資
を
拡
大
す
る
民
間
投
資
家
有
志
に
よ
る
「
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
も
立
ち

上
が
る
等
、
温
暖
化
問
題
解
決
に
お
け
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
こ

と
は
今
回
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
の
特
色
で
も
あ
っ
た
。
日
本
が
議
長
を
務
め
る
今
年
の
Ｇ
７
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ

ト
は
Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
後
、
最
初
の
サ
ミ
ッ
ト
で
も
あ
る
。
非
効
率
的
な
国
連
プ
ロ
セ
ス
に
と
ら
わ
れ
ず
、
革

新
的
技
術
開
発
の
促
進
に
向
け
た
国
内
政
策
環
境
の
整
備
、
国
際
連
携
の
在
り
方
に
つ
い
て
議
論
を
リ

ー
ド
し
て
ほ
し
い
。
こ
の
テ
ー
マ
は
１
回
の
サ
ミ
ッ
ト
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
で
終
わ
る
話
で
は
な
い
。
サ
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ミ
ッ
ト
で
打
ち
出
さ
れ
る
方
向
性
を
、
日
本
が
毎
年
主
催
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｅ
Ｆ
で
発
展
さ
せ
、
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
し
て
い
く
べ
き
だ
ろ
う
。

ま
た
国
内
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
環
境
整
備
に
も
取
り
組
む
べ
き
だ
。
日
本
が
強
み
と
す
る
技
術
を
さ

ら
に
伸
ば
す
こ
と
も
重
要
だ
が
、
温
暖
化
防
止
の
た
め
に
は
特
定
技
術
をpick and choose 

し
て
支

援
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
現
在
、
想
定
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
可
能
に
す
る
よ
う

な
技
術
非
特
定
的
な
支
援
措
置
も
必
要
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
何
よ
り
も
リ
ス
ク
の
高
い
長
期
の
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
可
能
に
す
る
の
は
良
好
な
マ
ク
ロ
経
済
環
境
、
企
業
経
営
環
境
で
あ
る
。
景
気
が
後

退
し
、
企
業
収
益
が
厳
し
く
な
れ
ば
企
業
の
Ｒ
＆
Ｄ
投
資
は
必
然
的
に
既
存
技
術
の
改
良
と
い
っ
た
タ

イ
ム
ス
パ
ン
の
短
い
も
の
に
集
中
す
る
。
短
期
的
な
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
に
こ
だ
わ
る
あ
ま
り
、
管

理
経
済
的
、
成
長
制
約
的
な
施
策
を
導
入
す
る
こ
と
は
、
結
局
、
長
期
の
温
暖
化
防
止
に
必
要
な
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
阻
害
す
る
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

パ
リ
協
定
第
４
条
第
19
条
に
は
長
期
低
排
出
発
展
戦
略
の
策
定
に
努
め
る
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
日

本
は
第
４
次
環
境
基
本
計
画
の
中
で
２
０
５
０
年
ま
で
に
温
室
効
果
ガ
ス
の
80
％
削
減
を
目
指
す
と
い

う
目
標
を
盛
り
込
ん
で
い
る
が
、２
〜
１
・
５
℃
を
根
拠
に
こ
の
数
値
を
も
っ
と
引
き
上
げ
る
べ
き
だ
と
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い
う
議
論
が
必
ず
出
て
く
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
で
は
達
成
の
見
込
み
も
な
く
１
・
５
℃
目
標
を

書
き
加
え
た
の
と
同
じ
で
あ
る
。
日
本
が
策
定
す
べ
き
長
期
戦
略
の
中
核
は
空
虚
な
理
念
先
行
型
の
目

標
数
値
で
は
な
く
、
革
新
的
技
術
開
発
戦
略
で
あ
る
べ
き
だ
。

約
束
草
案
の
実
現
に
向
け
、
原
発
の
再
稼
働
に
取
り
組
め

今
回
、
１
・
５
℃
目
標
が
追
記
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
早
速
、「
日
本
も
中
期
目
標
を
見
直
す
べ
き
」

と
い
う
議
論
が
環
境
関
係
者
か
ら
提
起
さ
れ
て
い
る
。
彼
ら
の
議
論
に
共
通
す
る
の
は
「
野
心
的
な
目

標
を
掲
げ
れ
ば
現
実
は
そ
れ
に
つ
い
て
く
る
」
と
い
う
素
朴
な
ま
で
の
思
い
込
み
で
あ
る
。
し
か
し
こ

れ
は
２
℃
目
標
で
す
ら
実
現
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
る
の
に
１
・
５
℃
目
標
を
追
加
す
る
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト

と
全
く
同
じ
で
あ
る
。

筆
者
は
２
０
１
３
年
比
で
２
０
３
０
年
26
％
削
減
と
い
う
目
標
が
、
省
エ
ネ
、
原
子
力
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
い
ず
れ
の
面
で
も
非
常
に
ハ
ー
ド
ル
の
高
い
目
標
で
あ
る
こ
と
を
様
々
な
場
で
指
摘
し
て

き
た
。
新
た
な
目
標
を
検
討
す
る
前
に
、
ま
ず
や
ら
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
現
在
の
目
標
を
着
実
に

実
現
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
カ
ギ
と
な
る
の
は
安
全
性
の
確
認
さ
れ
た
原
発
を
着
実
に
再
稼
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働
し
、
可
能
な
場
合
、
運
転
期
間
を
延
長
す
る
こ
と
だ
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
を
震
災
前
の
水
準
に
戻

し
、
電
力
コ
ス
ト
を
現
在
の
レ
ベ
ル
よ
り
も
引
き
下
げ
る
と
い
う
要
請
を
満
た
す
た
め
に
は
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
拡
大
に
伴
う
負
担
増
を
、
原
発
再
稼
働
等
に
よ
る
化
石
燃
料
輸
入
コ
ス
ト
の
節
約
分

で
吸
収
し
て
い
く
し
か
な
い
。
電
力
自
由
化
に
伴
い
石
炭
火
力
発
電
所
新
設
計
画
が
増
大
し
て
い
る
こ

と
が
問
題
視
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
問
題
の
根
源
は
安
価
な
ベ
ー
ス
ロ
ー
ド
電
源
で
あ
る
原
発
再
稼
働

の
見
通
し
の
不
透
明
性
に
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
石
炭
火
力
の
増
大
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
た
め
に
最

も
有
効
な
方
法
は
原
発
の
着
実
な
再
稼
働
で
あ
る
。

世
論
調
査
で
は
原
発
再
稼
働
に
否
定
的
な
意
見
が
多
く
、
再
稼
働
実
現
に
は
並
々
な
ら
ぬ
政
治
キ
ャ

ピ
タ
ル
を
要
す
る
。
し
か
し
日
本
が
真
剣
に
26
％
目
標
を
達
成
す
る
つ
も
り
な
の
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
を

避
け
て
は
通
れ
な
い
。
パ
リ
協
定
が
合
意
さ
れ
、
各
国
が
約
束
草
案
の
実
現
に
乗
り
出
す
以
上
、
政
府

は
「
原
発
再
稼
働
が
日
本
の
目
標
達
成
の
た
め
に
不
可
欠
で
あ
る
」
と
い
う
疑
い
の
な
い
事
実
を
辛
抱

強
く
地
元
住
民
に
説
明
し
、
理
解
を
得
る
努
力
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
は
電
力
自

由
化
の
下
で
既
存
原
発
の
リ
プ
レ
ー
ス
を
可
能
に
す
る
よ
う
な
政
策
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
も
検
討
を

早
急
に
開
始
す
べ
き
だ
。
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わ
が
国
の
環
境
関
係
者
の
中
に
は
野
心
的
な
目
標
を
主
張
し
つ
つ
、
原
発
の
再
稼
働
に
も
反
対
、
石

炭
火
力
に
も
反
対
と
い
う
論
者
が
余
り
に
も
多
い
。
彼
ら
の
提
示
す
る
処
方
箋
は
判
で
押
し
た
よ
う
に

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
さ
ら
な
る
拡
大
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
伴
う
電
力
コ
ス
ト
増
や
マ
ク
ロ
経
済
へ

の
影
響
を
ど
う
す
る
つ
も
り
な
の
か
、
説
得
力
あ
る
説
明
は
皆
無
で
あ
る
。
彼
ら
の
処
方
箋
に
従
え
ば

間
違
い
な
く
電
力
コ
ス
ト
は
大
幅
に
上
昇
し
、
マ
ク
ロ
経
済
環
境
、
企
業
収
益
の
悪
化
を
招
き
、
長
期

的
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
環
境
が
損
な
わ
れ
る
。
何
よ
り
そ
の
よ
う
な
政
策
は
政
治
的
・
経
済
的
に
持
続

可
能
で
は
な
い
。
よ
り
野
心
的
な
目
標
を
主
張
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
何
よ
り
も
ま
ず
、
足
元
の
目
標
を

達
成
す
る
環
境
を
整
え
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
好
む
と
好
ま
ざ
る
と
に
か
か
わ
ら
ず
原
発
の

再
稼
働
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
「
不
都
合
な
真
実
」
に
向
き
合
う
べ
き
だ
。
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⒍ 
結
語

以
上
、
私
見
を
交
え
つ
つ
、
パ
リ
合
意
の
概
要
、
評
価
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。
協
定
に
つ
い
て
不
満

が
あ
る
の
は
事
実
だ
が
、
そ
れ
で
は
「
よ
り
良
い
合
意
が
可
能
だ
っ
た
の
か
」
と
聞
か
れ
れ
ば
、「
パ
リ

合
意
は
現
時
点
で
可
能
な
最
良
の
合
意
」
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
利
害
の
異
な
る
１
９
０
カ
国
超
の

先
進
国
、
途
上
国
が
参
加
す
る
国
際
交
渉
で
合
意
を
得
る
た
め
に
は
、
妥
協
は
や
む
を
得
な
い
。
京
都

議
定
書
か
ら
パ
リ
協
定
へ
の
移
行
に
伴
い
、
途
上
国
に
多
く
の
妥
協
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の

は
事
実
だ
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
全
て
の
国
が
緩
和
努
力
に
参
加
す
る
枠
組
み
が
で
き
た
こ
と
の
歴
史

的
意
義
は
い
く
ら
強
調
し
て
も
足
り
な
い
く
ら
い
で
あ
る
。
交
渉
初
日
か
ら
辺
鄙
な
ブ
ー
ジ
ェ
空
港
近

く
の
会
議
場
で
深
夜
に
及
ぶ
交
渉
に
従
事
し
て
き
た
現
役
交
渉
官
の
皆
さ
ん
に
対
し
、
心
か
ら
「
よ
く

頑
張
っ
た
。
ご
苦
労
様
」
と
い
い
た
い
。

同
時
に
パ
リ
協
定
は
新
た
な
国
際
枠
組
み
の
始
ま
り
で
し
か
な
い
。
そ
の
実
施
細
則
は
今
後
の
交
渉

に
ゆ
だ
ね
ら
れ
て
お
り
、
パ
リ
協
定
が
真
に
実
効
的
な
枠
組
み
に
な
る
か
ど
う
か
は
そ
こ
に
か
か
っ
て

い
る
。
筆
者
は
負
け
戦
で
あ
っ
た
京
都
議
定
書
の
実
施
細
則
の
交
渉
に
参
加
し
た
た
め
、「
負
け
を
大
負
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け
に
し
な
い
た
め
の
交
渉
」
に
奔
走
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
パ
リ
協
定
は
そ
れ
に
比
べ
れ
ば
は

る
か
に
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
枠
組
み
に
な
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
秘
め
て
い
る
。
そ
れ
を
可
能
に
す
る
の

は
今
後
の
実
施
細
則
交
渉
で
あ
る
。
現
役
交
渉
官
の
皆
さ
ん
は
次
な
る
戦
い
に
向
け
て
刃
を
研
い
で
ほ

し
い
。

ま
た
パ
リ
協
定
の
根
幹
は
Ｎ
Ｄ
Ｃ
の
達
成
に
向
け
た
努
力
で
あ
り
、
今
後
、
国
内
対
策
の
在
り
方
が

活
発
な
議
論
の
対
象
と
な
ろ
う
。
く
れ
ぐ
れ
も
「
１
・
５
℃
目
標
に
対
応
し
た
野
心
レ
ベ
ル
の
引
き
上

げ
」
と
い
っ
た
空
虚
な
精
神
論
に
時
間
を
費
や
す
の
で
は
な
く
、
大
幅
な
排
出
削
減
を
可
能
と
す
る
よ

う
な
技
術
開
発
環
境
の
整
備
に
努
力
を
傾
注
し
て
ほ
し
い
。
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21
世
紀
政
策
研
究
所
新
書
【
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
】（
※
は
刊
行
予
定
）

　

02　

地
球
温
暖
化
政
策
の
新
局
面
─
ポ
ス
ト
京
都
議
定
書
の
行
方
（
２
０
０
９
年
11
月
25
日
開
催
）

　

09　

気
候
変
動
国
際
交
渉
と
25
％
削
減
の
影
響
（
２
０
１
０
年
11
月
17
日
開
催
）

　

18　

い
ま
、
何
を
議
論
す
べ
き
な
の
か
？
〜
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
と
温
暖
化
政
策
の
再
検
討
〜
（
２
０
１
１
年
7
月
8
日
開
催
）

　

36　

新
政
権
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
温
暖
化
政
策
に
期
待
す
る
（
２
０
１
３
年
3
月
13
日
開
催
）

　

40　

原
子
力
損
害
賠
償
制
度
の
在
り
方
と
今
後
の
原
子
力
事
業
の
課
題 

（
２
０
１
４
年
2
月
21
日
開
催
）

　

43　

Ｃ
Ｏ
Ｐ
20
、
21
に
向
け
た
戦
略
を
考
え
る
（
２
０
１
４
年
3
月
28
日
開
催
）

　

45　

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
課
題
と
産
業
へ
の
影
響
（
２
０
１
４
年
7
月
18
日
開
催
）

　

47　

原
子
力
安
全
規
制
の
最
適
化
に
向
け
て
─
炉
規
制
法
改
正
を
視
野
に
─
（
２
０
１
４
年
8
月
28
日
開
催
）

※
54　

Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
に
向
け
た
戦
略
を
考
え
る
（
２
０
１
５
年
11
月
10
日
開
催
）

　

56　

Ｃ
Ｏ
Ｐ
21 

パ
リ
協
定
と
そ
の
評
価

　

 

21
世
紀
政
策
研
究
所
新
書
は
、
21
世
紀
政
策
研
究
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.21ppi.org/pocket/index.htm

l

）
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
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シンポジウム

地球温暖化政策
の新局面
ポスト京都議定書の行方

The 21st Century Public Policy Institute

地
球
温
暖
化
政
策
の
新
局
面

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

ポ
ス
ト
京
都
議
定
書
の
行
方
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